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農林省は附和 41年度より紙警農業研究の推進に着手 l、東南ア、／

者を派遣して研究を展関ずるぼか、悔外調査、責料収集、広報活動、研究交流な

に研究

実施し

ている。

その業務の一つとして、米国、メキンコ、ブラジル、トリニーダード 、スリナム（オランダ

領）各国vご翡け

わが

の実施状況（試験研究機関とその研究活動の実態）を把握して、今後の

づけ応資するため、今I可別記メンバーにより現地調査を実施したc

本書はその調査報告書であり、 る の推進の指針となれば

幸いである。

終わりに、本調査匹あたってご協力いたたいた各国関係者応対し、ここ（てあらため

とともに、調査班各位のご苦労に対し重ねて厚〈翡礼申し十げる。

を表すると

な袋、この調査 した資料の一部を翻訳して、参考ま しだので、ご参照願いたい。

昭和44年 10月

星出 暁



目 次

はしが含

調 査日程

I アメリカ合衆国・・....................................................................................................... 1 

1. マィアミ国立棺物導入所・・........................................................................................ 1 

2. ハワイ大学．熱帯農科大学・...................................................................................... 2 

3. /ヽワイ砂糖耕作者組合試験場・・・・・・・............................................................................. 4 

4. ,,, ィナップル研究所・・・・········--···············•"'•"••"•'······•"••·································.. ··•"'"' 6 

II トリニダード．トノミゴ・・............................................................................................. 7 

1. 西印度大学農学部・・・・・·······•"········..・・・・・・・................................................................... 7 

2. 国立中央試験場・・・・・................................................................................................. 9 

3. 英連邦生物防除研究所・・・・.........................................................................................1 0 

圃 スリナム（オランダ領ギアナ） .................................................................................... 1 2 

1. スリナム機械化農業開発事業団・・・・.............................................................................1 3 

IV ブラジル・・ ····••<o••···................................................................................................... 1 9 

1. 北ブラジル農業．畜産試験研究所・・・・・・・・......................................................................2 0 

2 東北ブラジル農業．畜産試験研究所・・.........................................................................2 3 

3. サンバウロ州立生物学研究所・・..................................................................................2 4 

4. サン.,,ゥロ州立農業研究所・・・・...................................................................................2 5 

5. サンノ＜ウロ大学農学音〖.............................................................................................. 2 8 

V メキシコ・・・・・・・...................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・・・・・・・3 3 

l. 国立農業研究所・.....................................................................................................3 3 

2. サカテペック農業試験場・・・・・・・...................................................................................3 5 

写 真

参考 資料

1. スリナムにおける機械化農業のための水稲育種・・・・........................................................3 9 

2. メキッコ、 シナロア州クリアカン平野に苓ける稲作・・・・・・・・・・............................................4 5 

3. 矢連邦生物防除研究所の最近の業績リスト・・................................................................6 9 

4. 収集資料一覧・・・・・....................................................................................................7 2 



調査班の構成

水咋技術会議事務尼研究管理官

松

農業技術伍究所主理遺伝部遺伝科

菊池文

第 6研究

雄

行 程

釘一ー^

~,‘ ~L 
J
匁

レシー—｀フエ



調査日程

年月 日

42年 11月 9日~l0日

1 l月11日

1 1月 12日（日）

1 1月 13日（月）

11月14日（火）
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1 1月26日（日） l旅行日
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薗 考

羽田～マイアミ

マイアミ（アメリカ．フロリタ）

マイアミ～ポート．オプ．スベイン
ポート．オブ．スベイン
（トリニダード）

同上

同上
ポート．オブ．スペイン～
バラマリボ

ワーゲニンゲン（スリナム）

バラマリ翠～ベレン

ペレン（ブラジJレ）

同 上

ベレン～レジーフエ

レジーフエ（ブラジル）
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l 1月30日（木） ! -サンバウロ州立農業大学 ピラシカバ（フラジル）

12月 1日（金）資料整理日 リ本ティ．ジャネイロ（ブラジル）
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12月 3日（日）［旅行日
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メキシコ国立農業研究所

12月 5日 （火） 1 サカテベック農業試験場

12月 6日（水） l旅行日

12月 7日 （木）！ハワイ大学熱警農科大学

12月 8日 （金） Iハワイ砂糖耕作者組合試験場
バイナップル研究所

42年 12月 9日~10日 旅行日

サンパウロ～メキシコシテイ

メキシコジテイ （メキシコ）

サカテペック（メキ・ンコ）

メキシコジテイ～ホノルル

ホノルル（アメリカ．ハワイ）

同上

ホノルル～羽田



I ア メリ カ合衆国

1 マイアミ国立植物導囚折 (Miami Plant Introduction ） 

導入所はフロリダ州マイアミ市の中心地より南へ約 20 Km離れた場所四位置し、近くには Faiー

r ch 1 l d 熱帯植物圏がある。私たちが訪ねた 11月 11日は、たまたま Veterans Day(復

員軍人の日）にあたり公務員の休日であったが、所長のW.Eぶ1an isとR.J. Knightの二人が

説明してくれた。

(1) 組織．運営

導入所は米国農務省 (United States Department of Agriculture) の農業研

究局作物部 (Agricultural Research Service Crops Research) の新作物研究

フランチ (New C r o p s Re s e a r c h Br a n c h) に所属している 4つの国立植物導入所の 1

つで、麿かの 3つはMaryland州の Glenn Dale、California州Chico、Georgia

州の Savannah匹ある。マイアミ導入所は、農務省が 18 9 8年に導入の仕事を開始した当時

筐設立されたもので、農務省が導入植物を導入順序に整理する台帖の Plant Inventory 

Numberの 1番つ古り P.I • 1はマイアミ導入植物匠なっている。

敷地は約 20 0エーカーである。

人員は専問技術者 3人、農業助手 2人、秘書 1人、農夫 6人である。年予算は 120,000ドル

（俸給、賃金、機械器具購入費、光熱費等を含む）である。

(2) 仕事の概要

亜熱帯気候を利用し、熱帯地域からMango.Avocado• Lychee• Eu g e n i a s•Car a-

mbola•Dovyal いなどの果相、酵素生産植物 lariila Cんocola、 コーチゾンを生産

する Dioscoreaといった工業用・薬用植物、また、 Pal m• Hy b i s cu s• Dom be ya• Bo -

uga1nv11 lea•Evcalyptus なと観賞用植物を導入し、その特性評価、保存および選抜を

行なっている。毎年ぽぼ 4.0 0 0種が増殖、保存されている。

導入楕物は農務省の一連番号の p. I . 番号を附せられるが、導入所独自の番局もつけられてい

る。マイアミの場合忙はM番号てある。導入台帖の記載はたとえはつぎのよう忙なっている。

MI p. J 

番番

号 i号

導入の状態

佐こと氾ゴ
2本のクローン）

名

り

種

芦

国

[
名

も

璽

（

禾9
9
 

導
入
年
月
日

導入者
または

送り主

第 1図 登録台帖J)記載

種々の記録はホール・ソートカードに整理されるが、これには一時的ファイル (Temporary

File) 、固定フアイル (Con so l i d at e d In f o rm a t i on)、送付フアイル (Plant

Ordered Fi! led) 一どの国の誰侭何時送ったかを記録一、死滅フアイル (Dead Fi le) 
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ー消失 かある。

導入植物は直接利用されたり、育種目標筐沿って育種計画の中vことり入れられたりする。合種目

標として、たとえば街賂樹のハリケーン抵抗性があり、強風でも樹幹か裂け難い応の、葉の祐牛カ

の強いものである u 主た＼

doの裁棺地がつぶされ、

たってフロリクの人口が増加するvこつれて、 MangoやAvoca

忙北音［にこれら 尻せまられてきて、そのために低温抵抗

性をつけなければ左らなくなって来ている。具体的にはAvocadoの場合良質の西印度品種に低

キューバ起源の品種を交配することを行なっている。

Mango -Avocadoは世界各地からの品種が集められ、

保存されている，

1 5 0、後者では 50筏どか

マイアミ導入所では、 AIDすなわち国際開発局の計画に基づいて Cacao (IんeoりT O ?n(l 

Cacao)、Cof f e e (Co ff ea s p.)およひRubber (He u ea 力ra s i t i e n s i s)の生殖

質保存銀行としての役目を果している。これらの作物は原生地や生産地から隠離されること筐よっ

て病害虫から安全筐守られる。研究者や外国政府からの要求があれはAIDや農務省を通して鋸病

のクローンが供給される。な翡、最近はゴムの重要性はうずらいだということである。

国内外で材料の供給を受けた者の義務は、もし要求があれはその木直物の特性についての情執を

与えることである。導入事業は相互の交換を巷礎としているから、導入所は常に翠斤らしい巽味の応

る植物導人の機会を増すと同時忙他国の園芸産莱に貢献しているわげて麦）る。

説明のあと、図書室、実験室、 (Propagation House)、生育温室 (Propa --

ga ti on House)姦よび圃場を見学しだ。

（註： 了メリカ合衆国の植物導入事業忙ついては「米国1て甚げる植物導入事業（田和 39年

l 0月）」 （農林省薗芸試験場そ菜部）に、その全体の組織、運営袋よひ活動状況が翰告さ

れている。

2、ハワイ大学納帯農科大学 (Uni v er s i t y o f Haw a i i、The College of Tropi--

cal Ag r i cu I tu re) 

ホノルル市ハワイ大学熱帝農科大学外国研修計画の Coordinatorである Mr.E,Y.Ohunが

ハワイ忙姦ける訪問機関のスケジュールをつくり一切の面倒をみてくれた。

農科大学では、学長のDr.C.P.Wilsonから組織筐ついて、副学長のDr.G.D.Sherman 

から、研究活動1てついて説明を受けたの

（］） 組織運営

農科大学の組織は、アメリカ合衆固の州立大学と同じ〈教育、研究、普及の 3本柱から成ってい

て相互化有機的忙結びついていることは第 2図の組織図忙明らかである。学長はこれらの教育・研

究・普及を行政的に統合する責任をもっている。

連邦政府袋よび州政府から交付される予算は、教育、研究袋よひ普及部門lrC対してそれぞれ、

5 6 3, 0 0 0 ドル、 2, 9 0 0,0 0 0ドル、 1, 3 0 0,0 0 0 ドルである。

(2) 研 究

ハワイ大学はハワイ州が熱帯圏筐位置しているということから、熱警農業研究を行なっているこ

と忙特徴をもっている。士壌学では火山起源の熱帯土壌研究、作物・園芸学ではサトウキビ、バイ

ナップル、パパイア、マンゴー、アボカド、パッションフルーツ、柑橘類、アカテミアンナット、
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カーネーション、、 ラン (Orchid)、レタス、、 マト、豆類、牧草類など乙）妍究が行左われている”

畜産では肉乳牛、ニワトリ＼

なわれているか、天敵列用；:: ょ

では、市場を

になっている。 ：ごついては＼ よ

れつつあるといりに、

プランテーショ されている。

最近の著しい労働力の下足に対処し の機械化か問題（てなっているっ ,;,' 
凡、JL

とに関連してア玉カドやパバイヤ ょ

の長期貯蔵忍大ぎ左鴨題で、加工の方法、貯蔵食品の病害虫駆除のだ

いる。

られている 0 気候 l::、牛産物

されて

研究口版 係

ハワイ

家政学教育

i 

I I 

—--~ 

i 「-----—----一
l 1 7 

I一~ニ
I 

： 

□
—
·
 

分場ぢよび

実験農場 学 7¥,9 

立
口

農業生 化 学

農業 経 済 学

農業工学

農業と士壌学

食

家

国

品 科 学

政

芸

学

学

動

昆

物

虫

学

学

植 物 病 理 学

植 物 生 理 学

第 2図 ，，ワイ大学 熱帯農科大学の組織図
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3. ハワイ砂糖耕作者組合試験場

(Experiment Station Hawaiian Sugar Planters'Association) 

Mr Chunの案内でホノルル市忙ある試験場を訪ね、場長のDr.R.Cushingと副場長の Dr• 

.'.:>.Gぶ ick el Iより説明を受けた。

(1) 組織・運営

試験場は 5つの会社の共同出資よりなるハワイ砂糖耕作者組合忙属し 18 9 5年に設立された

という古い歴史をもっている。研究部門はつぎの 7部門より構成されている。

① Agronomy 農業（裁培）

② Ch em is try 化 学（野鼠対策翡よび除草を含む）

③ }Jn g i nee r i n g 

④ Entomology 

Genetics and 

工学

昆虫学

Pathology 

Sugar Technology 

遺伝学と病理

砂糖生産技術

⑤ 

⑤ 

⑦ Physiology and Biochemistry 生理学と生化学

研究活動を支える施設として敷地と建物、事務室、器具室、図書室、出版袋よび作図室苓よび支

場がある。支場はサトウキヒを生産する 4つの島Ireおかれている。デーク処理は電算機 IBM

1 1 3 0型を備えて行なわれている。

(2) 研究活動

サトウキビ栽培や工場技術上の複雑な問題の解決には、個々の専門課題に限定した研究だけで

は満足できないことが多い。したがって、試験場の研究活勤は共同研究の方向をとってきている。

たとえば、生理学者や生化学者は栽培家．遺伝学者．植物育種家と共同して新品種の栄養要求

性を調べ最高の収量をあげるため忙、どれだけの施肥量を与えるかを決定する。灌漑の研究には

栽培、気候苓よび農業土木の専問家か共同して行う。

生理、生化学部門では除草剤のぼか、生長調節剤の研究か行なわれている。すなわち、分十文）

促進、出穂の抑制、節間の伸長促進、登熟、転流調節に関する化学物質である。光合成忙関する

研究で、一般1て多くの殖物で受け入れられている Standard carbon reduction c-

ycleはサトウキビの場合あてはまらないことがわかった。また、アミノ酸が光合成の過程の制

御する役割をすることが判明した。

N 15を用いた試険によって、窒素肥料の有効な与え方や、多〈のハワイの土壌条件下で滲透に

よる窒素の流亡が極めて少ないことが知られるようになった。

品種比較試験から、低い気温や地温、曇天（弱日射量）、乾ばつ、除草剤に対する耐性に品種

間差異があることが判った。また、アメリカ農務省と協力して、収量低下に関与する生理．生化

1 
学的要因を調べている。慣行の栽培法で減収した古い品種でも病害虫防除や施肥量を従来の /4

乃至 1/sに減らすことによって収量を向上させることが判った。

一芽の苗を苗代に植付ける作業や、苗を圃場に移植する作業を機械化することが可能となった

ので、最適な移植苗の熟度や移植間隔を決める研究が行なわれている。

雑草の中でも Passiflora Puiclieiiaはその分布範囲が限られてはいるものの厄介な
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種類であるので、他のサトウキビ畑への伝播を防ぐ意味からも新らしい除草剤の研究が必要とさ

れている。除草剤の移動によって、サトウキビ畑に隣接して棺えられている菌芸作物に被害を与

える恐れがあるので、施用量を減らず注意が必要になってきている。

サトウキヒの反獲と運搬の機械化は茎や汁の損失を伴っていたので、収獲ナイフや収獲機の改

良が行なわれている。きた、茎の水洗によってサトウが流れ出すのを防ぐために、 Pilot P 

!ant Drycleaner が開発された。

楕物検疫事業はアメリカ農務省U. S.Depertment of Agricultureとハワイ

州農務省The State of Hawaii Department of Agricultureの検疫所で

行なわれる。サトウキビの場合、導入材料はハワイ諸島でサトウキヒ栽培の行なわれていない

'.¥1olokai島忙検疫所をおき、最初の 1年間は温室検査、 2年目は圃場検査ということで検疫

か行なわれている。このような検査忙拘らず最近＾ワイに入った害虫に北米から Red-shou-

ldered Stinkbug (Tんyan ta a cc err a) , Gr a s shoppe r (5ん,stocerca

v a ga)、フィリピンからBlack stinkbug (Coptosoma Xanthogramma) かあ

る。

害虫の中で、 もっとも被害の大きい乃ま Sugarcane beetle borer (Rんabdosce/ws 

obscu.rus)である。この防除筐は以前忙導入した Tachnid flyという天敵が役立って

いたが、今日有効でないので、より効果のある新しい天敵の発見や、殺虫剤vJ研究が始められ

ている。

世界のある地城の病気がハワイに蔓延する可能性を考慮して、試験場はここ数年Fuiiにある

South Pacific Sugar Millsと協力して仕事を逐行して来た。

すなわち、ハワイ品種を Fujiの環境条件下で Fuj 1の病気やDowny mil dew忙対する

抵抗性の程度を検定することである。こで最近、台湾と協同検定計画を進めることが準備されて

いる。この計画では、有望なハワイ品種を、台湾に存在ずるが、未だハワイに見出されていない

病気、 Smut、Leaf scorch、Whi t e l ea f匠対する抵抗性を検定することになってい

る。

野鼠の害は島の湿気の多い地習に甚大である。 3種すなわち Norway rat、Black rat、

Polynesian ratがいる。内務省の魚と野生生物課 (Fish and Wildlife 

Service) と協同して対策を研究している。

すぐれたサトウキビ品種が生産を高めるため尻基礎となっていることはいうまでもない。

ハワイの土地ならびに気象条件の多様性は、それぞれの生態的条件に適応した品種を必要として

いる。サトウキビの新生殖質の導入のため、アメリカ農務省、オーストラリア、南アフリカ、イン

ドなどと Informat ionや材料の交換を行なっている。注た、原産地のニューギニアに探検

隊を派遣し収集を行なった。

交配法は基本的筐 2通り匹分けられる。 1つは 11Me I t in g Pot 11と呼はれるもので、沢

山の品種を接近して植え自由交配が行われるような万去てある。したがってこの方法では、雌親

たけが判るだけである。第2の方去ては、 2つの交配親品種を異花粉の混入を避けるために 11Lan

tern 11の中に閉しこめ交配をコントロールする。交配の仕事は出穂開花や結実忙好都合な気象
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ある Kail u a品種試験場て行なわれる。試験場は 12の品種試駿旭を持っている。三jな

わち、 Kauai島、て'.2.,0ahu島に 2、Maui島応 2,Hawai島戸 6試験地である,.

これらの試険地で行たい、次応プランテ•-/ョンで検定し、最後ご試

るC

点験場は、アメ］ヵ晨務省と協刀し、イン,i、の、、oirnbaloreにあるサトウキピ育種研究呵

紅ハワイ C')育成品種を送っているぅ育種紐充所では、これらの品種を S.s-ponteneu.mとs.--

off しで~？、礼 a r 1£1孔の選抜クローンと交配し その雑種系を病気、害虫、干ばつ、低氾戸対する抵

抗性仄よって第i次選抜を実胴するへ有望系統ごきた＾ワイ忙送られ選抜材料となる。

やスフリンクラー灌漑広が水の有効合経済的使円のだめ戸研究され、そ0)たの《こ電

されてし、る。

こ よ7
」

;
！
＼
 

応~)\、、て特 り、また熱心` 、こ

克 ✓)プこぐ．

4 パイナップ）囚院所(「 inea pp l e Res e a r ch Ins t i t u t e) 

研究所はポノ）レル古内：てあ

を受けた。

身は、

プル羞である。 l9 2 3 

研究所の仕事は 2

所長のDrで］む Smithげへ

で行左われている。 l

あ され説叩

せて今日筐いだっだ。

る圃場試

込
3

地でホノルル市外のWaipioしてある。研究所の本部と研究室はハワイ大学に近いところ仄あるc

最近著しく研究規模か縮少され、育樗、ネマトータぢょひ除草の 3つJつ研究分野たけとなり、所員

3人、助手 4人にすぎ、ない。有名な品種Sooth Cayenne匹代、るような新品種の作出は

なかなか困難だということであった。育種甘標は多収．良質

コロンピア．フラ／ス領ギニアから収集した近緑種の保宥圃場、

、2年生苗は温室で裁培される）を見学した。

である（）厚産地

（実

同し土凛匹毎年パイナッ るとネマトータの被害が甚大となる。それを防除するには士

なわれ燻蒸剤は DD(1.2--DichloropropaneとJ.3,--D i ch l o r op r o pan eで

あるぃ

除草剤としては C MlJと仕乎はれる化学薬品が用いられて苔たが、さらに新らしいものを研究中であ

る。
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トリニタ~-ドるトバコ

If l、1)ニダート'" iヽノ：：：ゴ
'『rinidad and Tobago) 

ベネズエラ北棗の 2つの烏卜 i)ニダトとトバコからう：り、 トリニダー

（こ＼大苔さは 18 6 3平方マイ 1ヽ-c日本の和歌山県〈らい、 トバコ靡は淡跨島程の小さ左国である、）

l 4 9 8年Oh,iら topheヽ＇、（］り lumb us VCよって発見きれている。 l9 6 2年イキ')

民地乙巳砂そ[,だ。小［己な力ら石油を産出するのて割合(r(脚かで、ェ壕は比較伯肥沃てある。サトウキ

こやココ了とい

よびゴムがある。

か応、ココやし・コーヒー・バナナ・オレンジ応グレープフルーツお

首都ホートオフヌペイン Port of Spainで、日

l i ams氏亙、訪間スケンュ-・ルなどの責括を受げた。

をしている Loui、 ,J • W i l 

1. 西印度大学農学部 (llniv er s i t y o f The Wes t Ind 1 es、School of Agr1cu 

lture)Port of f¥pain/Jら8マイル離れだ St • Au g u s t i n e : てあ

西印度大学は 3 していで、 st さ Augu,、tine のぼか Jamaica(l)l¥ilonaとBarh~ 

adosのCave Hill Iてある。大学は l9 4 6 された。現在、

る0

(1) 

1924年にそ

1 9 2 l年設立された The West Indian Agricultural College、

変えfr_The Imp e r i a l C、ll e g e o f Tr op i c a l Ag r i cu I -

ture (1,C,T, 心か 19 6 0 

ようである。

―_ (De an o f Ag r i c u I t u r e) 

学科(Department)

されてできだ念のである。現在の組織はつ宮の

(Agricultural Economics and Far:11 :Mana-

gement) 

2, 生物和学科 (Bio l o g i c a l Sc i enc e s) 

1. と

3, 作物学科 (Crop Science) 

4. 家畜学和 (Liv es t o ck Sc i en c e) 

5. 土凜学科 (SoiI Sc i en c e) 

1, 農業普及 (Agricultural Extension) 

2. 生物統計学 (Biome t r i c s) 

3, 中央分析研究室 (Central Analytical Laboratory) 

4. Jamaica農学校 (Jamaica School of Agriculture) 

5. 研究調整官 (Res e a r c h C o o r d i n a t o r) 

6. 大学農場 (Univ e rs i t y Fi e l d St a t i on) 
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1. ココア研究ユニット (Cocoa Reserch Unit) 

2. かんきつ類研究ユニノト (Citrus Research Unit) 

3. ゴム研究ユニット (Rubbe r Res ea r ch Un i t) 

学部長は、教育、研究、普及活動を発展させ調整する責任をもってお"9、現在は家畜専間の Dr.

P.Mahadevanである。

(2) 農学部の研究活動

な目的は，西印度の農業を発展させるため忙直面する諸問題を解決するための研究

を遂行することである。

現在、 2種類の作物すなわち豆類といも類の増産言十画が進行中である。

豆類の中で最も重要な作物は、直接人間の食糧忙適している、 Pigeon pea、.li,ed beanおよ

びダイズである。

いも類の中では、サッマイモとヤムである。いも類の生産を阻害する要因として次のことが指摘

され、研究課題として取り扱われている。

① 低収と収量の不安定

試験条件下ではヤムおよびサッマイモの収量水準は、それぞれエーカー当り 10トンおよび

8トンごこあるが、農家水準は 5トン、 3トンにすぎない。このような差異を生じた原因を明ら

かにする研究を実施している。収量の不安定性に関連して、サッマイモを用い 33 (N . P • 

K)の要因実験と、草型を異にする品種群で品種と栽植密度の交互作用試験を行なってい

る。

② 供給の不均衡と計画的生産体系の不確定

を通じて供給を確保するためには季節外の作付と貯蔵方法の研究が必要である。ャムと

サツマイモは主侭雨季忙作られている。塊根の形成ど肥大忙及阿す水分の影響を調査すること

で乾季の作付の可能性が検討されている。一方、貯蔵の生理、生化学的研究、貯蔵中の病原密

による損失などが研究中である。

③ 不安定な吉場要求

市場開拓の可能性や消費者の要求する品質の評価などが調査されている。

④ 労働生産性が低い

サツマイモ森よびヤムはエーカー当りそれぞれ 56 0人、 28 トラクタ一時間と 54 0人、

2 6トラクタ一時間を必要としている。植付けや収獲の機械化が要求されている。

1 9 6 7年 4月この西インド大学において熱帯いも類作物の国際、ンンポジウムが開かれたこ

とは、これら作物の重要性を示すものであろう。シンボジウムは Roc k e f e I I e r財団, Br・ 

1tish Council、西インド地城の会社や研究所の支援を受けて、作物科が組織して行なっ

たものである。取り上げられた 7つの課題は、① いも類作物の遺伝素材の評価と利用法、②

育種忙森ける生理的パラメクーの利用、③ 大規模な生産を制限する経済的および農業的要因、

④ 熱帯いも類作物の病気発生の可能性のある地域、⑤ でん粉生産椋としての将来、⑥ で

ん粉の第 1次源としての根菜類、⑦ 熱帯いも類作物の栄養価の増加を通して食生活改善の余

地であった。
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以上に挙げた作物のぼか、農学部で取り扱っている作物忙は、 トマト、 Irish popato、Sw-

eet corn、ダイコン、 Hot pepper、食用 Aroidがある。

サッマイモの近縁種を含めて不和合性の研究をしている生物学科長Dr.F.W.Copeの案内でジネ

マトーダ、天敵、殺虫剤、サッマイモの塊根形成の生理、生化学的研究に取り組んでいる研究室を見

学した。生物学科には、 トリンダード．トバコして自生している檀物の錯葉標本を整理．保存している

立派な標本室Herba r i umがある。

なお、 1 9 6 7年 4月に西インド大学において開かれた上述の国際シンボジウム忙ついては藤瀬氏

（農技研）により熱帯農研集報N0.6 (42 .9) に紹介されている。

2. 国立中央試験場 (Central Experiment Station) 

この試験場はトリニダードの Centenoにある。場長Dr. V • C • R . Hen r yから説明を受けた。

(1) 組 織

農業省との関係苓よび場の組織は次のようである。

I M i n s t r y o f Ag r i c u I t u r e I 農業省

Minister 農林大臣

I 
Per;nanent Secretary 常任事務官

Chief Technical Officer 技術長官

Research Extension Animal Animal Economics MarkettingDevelopment 

Husbandry H ea 1th 

研究部門 普及部門 家畜部門家畜衛生部門経済部門 市場部門 特別関発

計画部門

第 3図 トリンダード農業省の組織

研究部門のうち、作物に関するものは、輸出用 Oornmere i al Exportと国内用 Domest-

i c Use作物忙分けられる。輸出用のうも、サトウキビ、柑橘類、ココやしは民間機関で、ココ

アは St a t i s t i c a l Bo a r dで研究している。国内用作物は、この試験場で取り扱われ研究部

門は次のようである。

(1) そ菜類

(2) 果 樹

(3) 在来熱帯根菜類

在来熱帯豆類

在来熱帯穀類

Vegetables 

Fru1 t Trees 

Local Tropical Root Crops 

Local Tropical Legumes 

Local Tropical Cereals 
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禾本和•およひ豆科牧草 Grasses 

l 2 0 haて、聰員は 4人

2人の

and 

それの専門家の↑（（ては l (Farm 

国全体はいくつかの County紅分「］られていて、それぞれの地域の農家の相談応のる JunIo・・ 

Officer 

員にまた

(Ag r i c u I t tt r a 1 

Forage 

2人の昆虫学者、 2人の植物学者、

ら溝成され、それ

Schoo I)出の助手かついている。

Assistant) がいる。

仄提出されること((なっている。

トリニダードiて3つの展示試験地Demonstration

によって運営されてし、る 0

研究店厠

1八

えられない向霞げ普及

Stationを持っていて普及節

試験場の重点は国内用作物の自

そ菜類、 穀類袋よ

るための研究を行なうことである。対象作物としては

り上げている。

研究課題は 3種類応分けられる。すだわち

や育種といった Long

ermで解決のつくもの、③

1 sory) ふのである。

農家か

トリニダートでは l、ff季 (5 月~, l 2月）

叩 rmを要するもの。⑦ 栽

されて解決を急がれるよう左 (Ad11 0 C 

ようして Short t -

Adv .. 

と乾季 (1月~5月）があって、乾季の

が限界要因であるけれとも比較的作り易〈育種目標は多牧と耐病性仄贔かれているか、貢季栽培は

多喜いてよる病気癸主か主 て非常尻困難で、 と なって

いる。

は、マンゴー，パパイヤ・バイナツブル ・Sou r S o p• Gu a r a . T r o p i c a ! 

r r yが原生したり農家の畑に作られているか、そごれ等を収集して優良個体の選抜を行だうこと、そ

Che-

研究している。

サッマイモ・ヤム念キャッサバ・タロといった根菜類、 P1g 1 on 

類では施肥法、栽植密度、植付方法など栽培方法の研究が主である。

トウモロコジはプエルトリコの Haitiで育成された維種、イネは国際イネ研究所 (IRRI)の

pea • Phaseolus b-

ea ,1 sの

育成種の比 をしている。

ふ 攣邦主物麟躙蜘(The

on t r o I) 

Common We a l th Institute 0 f Biological 0-

生物防除研究所は英連邦農業情報局 (The n 
し omm o n we a I t h Agricultural Bu re a_ 

u x) に属ナる 3つの研究所の 1つでぼかの 2つは昆虫学研究所、堕類学研究所である。

生物防除研究所は 19 2 7年に開かれた Imperial

onferenceの決議筐某づいて設立された Farnham

Ag r i cu l tu r a l 

House 

Res ear ch c-
Laboratory、Farnha~

m Roy a I、Englandか始支りである。その機構は戦争勃発後 (l9 4 0 

カナダ匹移され名前を lmperial Parasite S erv1ce とし、

忙イギリスから

1 9 4 7年 Bureau 0 f 

Biological Control となり l9 5 1年現在の名前となった。
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生物防除研究所は世界各地に地域試験場をもち現在イント。カナダ．ウカンダ．パキスクン．ト

リニダード・トバゴ侭あるが西アフリカおよび南太平洋地域忙も設立すること

その本部がトリンダード・トバコ忙ある。

されている。

職員は所長と研究員 1人助手 2人であり、その厄か西インド大学の学生が研究忙参加している。

予算は＼人件費 12, 0 0 0アメリカトル、事業費 15,000アメリカドルである。

所長の Dr.F.J.Simmondsは出張中でDr.F.D.Benne ttから説明を受けた。

研究所の主要な仕事は、励物や植物の有害生物筐対する天敵の研究で、天敵となる可能性のある種

類を採集したり、外国から取り寄せその生活や生態を研究ずること、天敵を集団飼育（増殖）し

関係国へ送りその効果を調査することである。最近の数年間、 トリニダードの研究所で行なわれた

主なる研究業績は、参考資料 1の文献忙要約されている。
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m スリナム（オランダ領ギアナ）

(Suriname)  

スリナムは南米の北東部大西洋沿岸に位置し、首都は Paramariboである （第 3図）
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第 3図 スリナム全図
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1. スリナム浅城化農業開発事業団

(Stichting Voor De Ontwikkeling Van De Machinale Landbouw 

In Suriname、 略称 S .¥1 L S、英語訳 Found a t i on for The Dev e lo pme 

ent of Mechanized Agriculture in Surinam) 

首都パラマリオから西へ約 20 0 Km離れた大沼沢地帯にあって、陰上からの交通路は途中まてで

運河を小舟筐よって訪れた。 （道路は建設中であった）。副所長のMr• C . Ov e r w a t e rとオランダ

大学から病理の技術指導に来ていた Dr.J. C. Zadoksが主に説明をして〈れた。

(1) 経 緯

スリナムでは古くからプランテーション農業を営んでいたが、労働力の不足と労働の質の面から

衰退したのでオランダ政府は広大な天然資栢を有効に生かす中規模以上の農業経営の必要性を 19 

1 0年代ころから提唱し始めた。

1 9 1 9年、オランダ農民の大量の移住の案が提案され、稲作機械化栽培の適していることか、

Suriname Studie Syndicaatの報告でなされている。

1 9 2 0年：稲作機械化と〈筐耕起の機械化のための試験を開始。

1 9 2 2年：オランダ政府の命を受けたPyttersenが、スリナムにあ、いて近代的農場経営が

成立し得るかの可能性を検討、次の結論に達した。すなわち、スリナムは豊富な安い肥沃な土地が

あること、農地化が比較的容易なこと、作物の生育忙好適な雨鼠、洪水やハリケーンの危険が痙め

て少ないこと、悔へ通ずる大河により輸送が便利なことなどから、大規模な農業の私企業が十分成

立し得る。きた、労働力の質が必ずしも良いといわれないので、機械化が生産費の低下記必要匂らな

作物としてはサトウキビとイネが有望で、 Nickeric地帯がとくにイネの栽培に適している。

この頃から、ジャワでサトウキヒやイネの研究忙従事していた専問家忙よって、耕起や、収獲

の機械の改良、倒伏に強い品種の育成が研究され始めた。

1 9 3 3年： Pyttersenの提案に基づいてオランダ政府はジャワでサトウキビの機械化栽培

の専間家であったH .N .Van Dijk忙対し、 Nickerie地方に程機械化栽培のための実験

農場を設立する仕事を委任した。その目的は、中規模の機械化栽培農場が十分成立し得るかとうか

また、近隣の小自作農の稲作技術の水準を向上させることであった。オランダ政府には将来、オラン

ダ農民を移住させる意図があったようである。

1 9 3 8年：オランダ政府の要請でH • C . P • De Vosがスリナムの灌漑水利の実態を調査

した。

1939~1945年：第 2次大椴を契機とするイントネシアの情勢変化匹伴い、オランダはス

リナムに多大の関心を払うようになり、 19 3 9年、スリナムで機械化農業紅従事するため忙移

住を希望するメンバー筐よって 11N1euw-:¥fickerie and L. 0. S (Landbouw On-

twikkeling Suriname)協会が設立されたが、実質的な活動は大戦により中断された。

1 9 4 6年以降：オランダ政府はスリナムにオランダ農民を定住させる可能性を検討するため筐

1946年、 VanDer MeerとL.J .Dijkhuisを、さらに 19 4 8年応は 3人の熱帯農業の専門

家、 W.F.Eijsvoogel (水利．土木）、 J.A.Van(作物）、 J • l'vl. Ve rhoog仕

壌）をスリナムに派遣した。この調査団は機械化農場設立について、かなり具体的に検討し、次の

~13~ 
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大因淫 Folder (人造灌排水設備忙よって水鯰を

ことをオランダで PoIderと呼んでいる。）に適している。

で草木の精主であり、土壌は均ーな重枯土で稲作に適している。土地は未

宝托地で， l"j'f左確かたい。地域は事業計画 5,0 0 0 haの数倍に将来拡張でぎる余地かある。灌漑

虞ご Sickcrie/iiからとることができる。

Ni文： k er i e J月の下流域では干汐により自然1勺排水かてきる c, 5, 0 0 0トン級の海洋船がNie-

りさかのぼることができる。欠点は、近くに土木事業用の砂や石がないことであ

る0

② 実験長湯を本格的な事業が開始される以前に設立させること。

③ '.2 0, 0り0~ 5 0, 0 0 0 haの大規模な干拓を行なう第 1段階として 5,0 0 0 haのPolder

ること。雨季にイネ、乾季忙トウモロコシやダイズを作ること。

、他の作物は土壌養分の一方的な消耗を防ぎ、有機物を洪給することを主目的と

する
゜

と同時応、実験農場と 5,0 0 0 haのPoIderの素案を提出した。

オラン この報告書を審議会忙かけ、審議会はこの計画を承認し、政府が事業遂行のため

iて設立される事笑団にすべての計画を委任することを勧告した。政府は 20 0 haの実験農場と 5,0 

0 0 ha Dい lderを建設することを決定し、 1 9 5 0年に実験農場 (Prins Be r n ha rd 

Polder)かDevelopment F,1ndからの資金で建設された。

一方、 1 9 l 9年 7月 27日 11St i ch t in g Vo or De On t w i k k e l in g Van Ma -

china le Landbouw In Suriname 11(Foundation for The Developme-

n t of rde ch an i zed Ag r i cu l tu re in Sur in am)がオランダ政府とスリナム行政

郎の代表者も参加して、ヘーグにおいて設立された。

の目的 2条忙つぎのように記されている。

11 Th e a i m o f Th e F o u n d a t i o n i s t o e n p o l d e r、reclaim、prepare

for cultivation、Provide houses on、develop and encourage the 

de v e l o pm en t o f l and i n s u r i n am and eve r y th in g r e l a t e d・t he -

reto or resulting therefrom in the widest Sense. The fou-

ndation i, a non-profit making organization, 11 

(2) 組 織

事業団の組職は次のようである。

Board 理事会

会 長 1名

刷会長 2名

Depart;nent 如門

Ag r i c u I t u r e : 

1名は生産部門担当

1名は社会．経済部門担当

-14-



Mi I Is: 

Technical: 

Adm i n i s t r a t I o n : 

General personal Affairs: 

Schoo 1 Ed u c a t i on : 

Medic a I : 

Research: 研究部

Plant Pathology (棺物病理）

Soil (土壌）

Breeding (育種）

Disease and pest Control 

Me c h a n i z a t i o n （機械化）

職員数は 80 0人で、そのうち栽培部門に 17 5人、技術部門（霰研；，修鯉，

は32 5人、製米所部門で 80人、研究節門で 50人である。オランダ本匡から 4

派遣されて研究、技術部門で働いている。

学校、病院など公共施設はすぺて事業団によって運営されている。

(3) 活 動

で

1 9 5 1年事業団が 5,0 0 0 haの水田をWageningen忙 してから、現在 7,0 :J O haの

規模に達している。水田の 1区劃は 200mX600m (12ha〉からて含ていて、 t番尻尺令肥炉。

農薬の飛行機忙よる撒布作業、耕起．収獲の機械化作業が行ない易いようしてなって✓> ;r,'偉硯芦よ

び排水用の別々の幹線水路から分岐した水路が各水田の両跨を通り 自由に濯抹;jぐ乍:こかできる。

広い灌水路はまた収獲した稽籾を運搬ずるはしけ船が自由に連れるよう仄なってい心斤

籾を収納するサイロは 36 mの高さで 1日60 0トンの籾を乾そう-:;-るス窓さてある。切はサイ

ロからコンベヤーで製米所忙送られ玄米、精白米、砕米の形で袋詰めされる。集米庁誓は又の凸賃を

検査する検査室かあって選別を行なっている。製品は製米所から大西洋匹そそぐii[の波二場まて、

ベルトコンベヤーで運ばれる。

製品は西ョーロッパ、カリブ海諸国へ輸出されている。

されていて、必要電力の 50%にあたる年間 2,O O 0, 0 0 0 Kw 

1年 2期作が可能であるが、士地の高低、品種の生育期間、

ぷ1ラーご＇燃幻紅＜吏用

しているD

さ、 ;;fの可べなど尻

よって現在水田の別用率は 140%~170%である。そのうち 1期作は 80~~100)},{、2

は 40 ~ 7 0%である。

第 1期作は 4月（播種）から 9月（収獲）の期間である。播種胡間は］ケ月以 t:こわだって1予な

われている。現在用いられている品種では 13 0日くらいの生育期間であるか,,育祠Iてこ 9盲て l2 

0 ~ 1 2 5 日くらいのものを育成する仕事をやっていて現在凡世代とい＂うことてあ•)た。旱生品

種の出現は土地の別用率を高める一つの要因として重要である。第 2期作は '0fjからぶn主でで

ある。 3月ころの雨が収獲作業を困難筐しているようである。

最近に姦ける栽培面積、収獲量、単位面積当り収獲量は第 41£s]〈l-3; 
が
C
~ょ 1C上

-15 -



昇を示している。

32756 

:JOOc7 
129796 

26379 

26751 
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68971 11ゴ I I I II 1755 
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第1図~~1 水稲栽棺面積 (1期作+2期作＼

の年次変化 (ha)

第 4図ー 2 水稲収獲高の年次変化（籾ton)
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第 4図ー 3 水稲のヘクタール当り収量の年次変化
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育種事業はWageningenより直紅位置する Prince Bernhard Paider 

に袋いて行なわれている。育種目標は機械化栽培用ということで、強稗．早生 (12 0日生

良質である。 この度か、多収・耐病性・耐肥性、祥や籾が滑らかであること等である。

1 9 5 1年から事業を開始したが、当時育種の素材となった品種は、スリナムや英領キアナの在来

品種、 Van d e r '¥ie u I e nが育成してぎた多数のインドネジャの品種、ベネズエラ、 トリニダー

ード プラジル、ホンジュラス、イタリー、ナイゾエリア、マダガスカル インド、←了メリカ合衆国

から導入した品種、イントネジアから人手した 9つの維集団、 Van Di jk氏の青成材料といった

よう忙か成り幅広いものであった。育成品種名は事業団のオランダ語名の頭文字をとり SML

で呼ばれている。

主要品種の特性を第 1表に、またWageningenで栽培されている品種の変遷を第 5図に示した。

so 
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第 5図 Wageningen筐おける水稲品種の変遷

採種圃はWageningenにある。種子は事業団、スリナムの農家に供給するはかりでなく、バ

ナマ、コスタリカ、コロンビア、ペルのような中南米諸国へ輸出している。

主要な病気は稲胡麻葉枯病HeLmintん。 spr i um Ory z a e Bred a de Haan、栢条葉枯病

Cercospora oryzae Miyake、 苓よびいもち病 PiricvLaria oryzae Cav. 

である。動物では、カタッムリ (Pomace a Lしneata (Spix))、ネスミ、 Seedling fl-

1es (Hydrettia Sp)、jassids、ctelphacids、stink-bugs、stalk bo-

re rsである。

大型機械として事業団は飛行機 3台、コンバイン 32台、カタピラ式トラクター 32台を備えて

いる。

事業団は、またスリナム農民忙機械化栽培技術の研修を行ない、修了者筐新開拓した土地を与え

ることや、オランダ政府の資金でアルゼンチン、フラジル、コスタリカ、ぺ Jレーから研究者を留学

させ、数ヶ月の研修を行なっている。

なあ、、 私たちは残念ながら育種試験地を訪間することができなかったか、 HAVE.H.TE-

N氏の報文「スリナムにおける機械化農業のための水稲育種」を人手しえたので、その大要を参

考資料 1.として巻末に掲載した。
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IV ブラジ Jレ

プラジルの農業省の下には、全国て次の 6つの地域農業令畜産試験研究所かあって地域特有の農業を

対象とした試験研究を実施している。これらの研究所はそれそれ対象地域内［こいくつかの試験場をもっ

ている。

lー北プラジル農業・畜産試験研究所 (I PEAN) 

2ー東北プラジル農業・畜産試験研究所 (IPEANE)

： 3 -東プラジル農業・畜産試験研究所 (I PEAL) 

4ー中東プラジル農業・畜産試験研究所 (IPEACO)

5ー中南プラジル農業・畜産試験研究所 (IPEAOS)

6ー南プラジル農業・畜産試験研究所 (I PEAS) 

RECIFE 

,JANE f RO 

筐 I PEAN 469笏
~ 

蕊 IPEAS 6.8% 

□罰l PEACO 28.9笏 冒旦 I PEANC 4.5% 

ロIP FJAL 6.9笏 塵璽 JPEACS 4.0佑

第 6図 農業省に所属する 6つの農業・畜産試験研究

所の管轄地域（プラジル全面積に対する割合）
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これらの研究所の管轄地域を第 6図忙ポしたつ著者らは、熱帯圏侭属ずる北プラジルと東プラジルの

2つの研究所を訪ねた。

1. 北プラジル農業・畜産試験研究所 (!PEAN)

バラ (PARA)州の首府ペレーン市 (Belen) 忙ある北プラジル研究所ては、所長の AI fonso 

Wisniewskiより説明を受けた。ベレーン市は南緯 1度、大河アマゾンの河口より 150km の河岸

に位置する港である。

(1) 組 織

研究所の組織は次のとおりである。

lー所長

11ー研究計画管理室

皿ー専門委員

l. せんい作物

2. 油料作物

3 バラゴム

4. 穀類と豆類

5. 塊根類

6. 香料作物

7. 畜産と家畜病理

8. 農業経済

9. 普及

1 0. サトウキビ

l L 香辛植物

1 2. コジョウ

1 3. 士壌と肥料

Nー生物研究部

1. 栽培およひ遺伝科

2. 畜産と家畜衛生

3. 園芸科

4. 昆虫科

5. 植物病理

6. 植物科

vー農業工学と農業土木部

1. 土壌科

2. 農業土木科

3. 農業工学科

VI —農業統計と経済科
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1. 実験統計班

2. 農業経済班

珊ー文得と普及科

l. 文書班

2. 普及班

3. 図書

珊ー管理課

I. 人出班

2. 会計班

3. 用度班

4. 言已録班

lX―技術補助科

xー地方試験場

1. Porto Ve l ho試験場

(Rondonta州， Porto Ve !ho) 

2. Pedreiras試験場

(M aranhaも州， Pedrei r as) 

3. Bai xo Am azonas試験場

(Par~ 小ILMa1cur~) 

4. Alto Rolimoes試験場

(Am azonas州， Tef~) 

5. Man~us 試験地
(Amazonas州， Manaus)

6. Maな gあ試験地

(Amap;i朴I,Mazag百0)

7. 、；；ュート麻種子増殖部

(p ari州， Alenguer)

研究者の数は 54人である。

(2) 試験研究活動

熱帯性気候に属し、アマゾン河・盆地の広大な地域（日本の約 10倍）を対象とした試験研究を

行ない、パラグリ・バラゴム・コジョウ・デンテヤ‘ン（ヤシ科 guinensis)といった特有の作物研究、

アマゾン土壌調査侭重点をおいた試験を実施している。

主な試験研究課題は次のとおりである。

0アマゾン植物（ココヤシ，ゼニアオイー禾本科植物等）の分布と探索

〇コジョウ ・Guarana・カウピーの養分欠乏

0 アマゾン種の種子の休眠と発芽

0陸稲・水稲・カウピーに対する雑草．の化学的防除
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0 アマゾン地域の主要な病害虫と防除

0 蜂．蟻の生理生態

0 植物の導入と順化

0 カカオ・ゴムのクローンの増殖

0 ジュート原・ゼニアオイ・マンジ ・3 カ・イネ・トウモロコジの種子生産

〇ワタの収集と育種およひ栽培（栽植密度）

〇ラッカセイの収集と育種と栽培

0水稲およひ陸稲の収集と育種（選抜育種ならひ忙交雑育種）

0 いもち病抵抗性の機作

0 いねの栽植密度

0 アマゾン河口地の水稲の栽培

〇ブラジル産ャ、ンの栽培

〇カカオの育種

0サトウキピ品種の収集と育種および栽培

0在来パラグリの選抜およひ栄養繁殖

°カウピーの収集と育種

0デンテヤシ（プラジル北部産ヤシ科の木）の種間雑種育成

O 豆類の収集と育種

0 アマゾン果樹 (Pupunhaヤシ科の木、 Cupuasuゼニアオイ科の果樹）の収集

o Gu aranaの収集

o I pecaの栽培

0、ジュート麻の収集と育種（文雑法も含む）

0 ジュート麻の繊維の品質忙及ぼす収獲時期の影響

o Malva の改良と栽培

0 マンジョカの収集・育種およひ栽培

0 トウモロコシ品種と雑種の育種

0 :::rジョウ (Pimenta-do -Reino)の育種と病気抵抗性の病理およひ栽培

〇ゴムのクローンの収集と育種、 • gue1 madas folhas"抵抗性の研究、種間および種内雑種の

形成および栽培

0牧草の改良

0乳牛の育種 ,Jersey X S indi , S indi X Jerseyの交配

0 農業気象

0 七壌分析とくにアマゾン流域の士性

0各種作物に対する施肥法

0土壌微生物

0 土壌管理と保全
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2. 東北プラジル農業．畜産試験研究所 (IPEANE)

研究所はペルナンプコ州 (Pernambuco)の首府レンフエ市 (Recife)にある。副所長 E.L唸

Santes<lY.iか数名の研究者から話を聞いた)古くからサトウキビ栽培の盛んなところで研究所の前身

はサトウキピ試験場だということである。

(1) 糾 織

研究部門として次の科がある。

1) 士壌科

2) 農業士木和

3) 農業気象科

4) 農業工学科

5) 植物生理科

6) 遺伝およひ栽培科

7) 植物病理科

8) 畜産および家畜衛生科

9) 家畜飼養科

(2) 試験研究活動

〇 ワク・ラッカセイ・ Bat at i nha (薬草）

イネ・バナナ・サツマイモ・カジュー樹・サトウキピ・カウピー・柑橘類・ココア・マンジョカ巴

トウモロコジ・豆類の病害虫の防除

0 アバカテ（アボカード）の栽培法

〇 ワタの育種（交雑育種）と栽培

0 ラッカセイの育種と栽培

〇 イネの交雑育種、イネ栽培の水管理

0 バナナの収集と栽培

0 サツマイモの育種と栽培

o Batat1nhaの改良

〇 カジュー樹の栽培法、接木法

〇 サトウキビの収集と育種、灌漑方法

〇 ヤマイモ (Dioscorea bra匹 liensisおよび D砂 coreatriloba)品種の収集と栽培

o Cartamoの収集と栽培

0 カウピーの育種と栽培

〇 柑橘類の栽培

0 豆類の育種と栽培法、灌漑法

0 アバカテ・熱帯果樹の収集およひ栽培、接木法、ホルモン処理による無性生殖

〇 ヒマワリ品種の収集と栽培法

0 ケナフ・ゼニアオイの収集と栽培法

〇 附胡麻の栽培法
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0 マンジョカの育種と栽培法

0 トウモロコジの育種と栽培法

0 、ンザル麻の収集

〇 ブラジル東北地域の自生牧草種の収集およひ牧草の導入と評価

0 禾本科およひ豆科牡草の栽培法

0 牧野の管理と保持

3 家畜の寄生虫（羊・山羊 牛の「叫虫）、病気（羊・山羊・牛・豚の疫病）

〇 家畜の有毒植物

〇 羊・山羊・牛・豚の飼育法

〇 ブラジル東北地域の条件に滴応した乳牛の育種

0 農業気象

0 七壌の肥沃度と施肥および土壌保全

〇 七壌調杏

0 葉分析（ワタ・サトウキビ。豆類）

0 灌漑およひ排水

(3) 東北プラジル地域の農業普及組織

日本海外移住事業団 Reci応支部から入手した東北プラジル各州の農業普及組織は次のようであ

る。

)連邦政府農務省＇
州監督局1/~ 

I SUDENE~---

＼ 
i r 
！ 

／ 
'SAIC  

>~:)I 
州農業試験場

I 
＇州農村信用協会

ANCAR I 

I l 
一三群普及事務所i

I I 

（農業粋及）

（農業普及）

営農と生活改輿

外かく団体

東北プラジル農業—畜産試験研究所ては SUDENE からの依頼で東北地域の七性調査ー土壌分析

を行なっている。

3. サンパウロ州立生物学研究所 (InstitutoBiologico) 

サンパウロ総領事館島田領事（農業担当）の案内でサンバウロ市にある生物学研究所を訪ねた。

(I) 来 歴

研究所は、サンパウロ州の重要輸出農産物であったコーヒーの病害虫防除対策か端緒となってサ
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ンパウロ州の農業機関の 1つとして州の農作物や有用動物の病害虫防除およ 閃する研究を

ずる目的て l9 2 7年に設立された。その後数回忙わたる機構改革尻よって多くの研究部門か増設

され今日化至っている。

(2) 組 織

研究所の組織図を第 7図忙示した3 研究所の特徴は植物部門と動物部呵が相互忙研究の成果か反

映できるよう忙結ひついていることである。

植物病理に関する研究は、基磋研究（植物生物科）、圃場試験（農業試験科）およひ防疫科の

3部門に分けて行なわれている。同様な機構は動物病理の研究でも見られ有害生吻の悲礎研究（動

物生物学科）、家畜や農民への有害生物の影響（微生物およひ衛生科）、家畜防疫事業（動物防疫

科）の 3和で構成されている c

職員数は約 20 0人てある。

州の予算の度か、 Rockefeller 財団、 Guggenheim 財団、 FA0、 Fulbright委員会、汎ア

メリカ衛生事務局からの資金援助を受けている。

(3) 活動

研究所の研究および調査はずべて、動物や植物の病理およひ病気忙対する防除法姦よひ農薬の残

留毒性の影響忙直接的、間接的に関係している。重要な対象作物はコーヒー・ワタ。柑橘類・サト

ウキビ・いも類・トマト・牧草類・タバコで、動物では牛・豚・ニワトリてある。

4. サンパウロ州立農業研究所 (InstituteAgronomico De Campinas) 

農業研究所は、サンパウロ市から約 10 0 km離れたCampinas (南緯22゚ 、西径 47°、海抜

6 8 IJm)忙ある。

農業科の科長 Dr.Samuel Ribeiro Dos Santosから説明をきいた→

(1) 来 歴

研究所はプラジル皇帝 D.Pedro尻よって 18 8 7年、連邦農業試験場の 1つとしてサンバウロ

州の農業生産の向上を目的として設立された。数年後、州の農務部の中に組織替えされ今日に至っでいる。

(2) 組織

研究所の研究組織は 34の研究部門と 16の試験場より成っている（第 8図）。

(3) 活 動

コーヒーはプラジルの重要な輸出作物て多くの研究ずなわち、土壌・栽培方法・育種か行なわれ

ている。侵食の防止、土壌肥沃度の研究はコーヒーの生産力を上けるため忙重要であり主た栽培方

法、最適肥料水準、除草剤、細胞遺伝学、生理学、育種の研究試験などが行なわれている。

ワクはプラジルの中でもサンバウロ州が最も生産が高く、重要作物て育種忙よる優良品種の選抜

と栽培法の改善侭重点をおいた試験をしている。

雑種トウモロコジは研究所て育成され、州内はかりてなく州外忙も出されている。

サトウキビでは、導人によって新生殖質を導入・順化したり交雑育種法忙よる品種育成を行なっ

ている。砂糖はサンパウロ州の重要輸出品目である。

ブドウ筐ついては、細菌病に抵抗性の熱帯プドウと良質のヨーロッバ品種の交雑忙よって、ヨー
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ロッバ品種のもつ芳香と味と熱帯プドウの強健袢を具えた品種の育成を実施している。

重要輸出作物であるバナナ・柑橘類の厄か 10 0種以上reわたる作物が取扱われていてその研究

範囲はかなり広い。

0 ampinasにある中央試験場は 2,000エーカーの広さを持っている。

研究所ては試験研究とは別に、普及事業に技術協力をしたり、専門家の研修を実施し、注た機関

紙 "BRAGAN'fIA" を出している。

5. サンパウロ大学農学部

(Es cola Superior de Agricultura "Luiz de Que1roz" Un1versidade de S~o Paulo) 

サンパウロ農業研究所からさらに西へ lO O kmくらい離れた PIrac1 caba忙ある。遺伝育種学を

研究している安藤助教授の案内で主として遺伝学研究所を見学した。

(1) 来歴

農学部の前身は 19 0 1年に設立された独立の農科大学「 EscolaSuperior de Agricultura 

''Luiz deQueiroz n」であったか、 1 9 3 5年忙新らしく出来たサンバウロ大学忙統合され今日

忙至った。

(2) 組 織

農学部は、次のように 10の学部、 2 4講座より構成され、附属機関として遺伝学研究所

Instituto De Genetica、醗酵研究所 1nst1 tuto Z i motecnico、士壌調査センターCentro

De Estudos De Solos、原子力利用センターCentro De Engergia Nuclear na Agn -

culturaかある。

① F isca e Matematica 物理学と数学

F isca e Meteorologia 物理学と気象学

Matem~tica e Estatist1ca 数学と統計学

RQ u  im1ca 化学

Qui mica Agricola 農芸化学

Qui mi ca Anal i t1ca e 
I 

Fisico Qui mica 分析化学と物理化学
I 

Quimica Biolog1ca 生物化学

RB  10log1a 生物学

Bot an I ca 植物学

;f,00Jog1a 動物学
I 

0 1tolog-ae Genet1ca 細胞学と遺伝学

④ F1totecn1a 植物技術

Agricultura 農学

Horit,cultura 園芸学

S tr I cul tura 造林学

RZ  ootecrn a 畜産学

Z ootecni a dos nao Rum rnantes 以雛動物の畜産学
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Zootecrna dos nao Rum1nantes 非反雛動物の畜産学

R E ngenhar i a a Mecani ca 卜木および工学

Engenharia Rural 農業士木

Mec~n1 ca , Mo tores e M~qu i nas 機械、動力

Topograf1a e Estradas de Rodagem 地形学

⑦ Tecnologia 食品学

Tecnologia do Ac;~car e do Alcool 砂糖、アルコール

Tecnologia e Conservac;ao de Alimento 食物の加工と保存

R F1topatologia e Entomo!ogia 植物病理学

FI topatologia e Microbiolog1a 植物病理学と微生物学

R Entomolog1a 昆虫学

Solos e Geologia 士壌学と地質学

Solos e Agrotecnia七壌学

Geologia e Mineralogia 地質学と鉱物学

⑩ Economia 経済学

Economia 経済学

Disciplina Autonoma de Sociologia e Extensao Rural 

(3) 遺伝学研究所の主な研究

トウモロコジ（主任； E. Paterniani) 

National Research Council- -- National Academy of Sciences と RockefeIler 

財団と協力して、プラジル・アルゼンチン・ウルグ了イ・パラグァイ・ボリビア・ギアナから約

3 5 0 0点の標本を収集し多数のレースに分類した3 これらのレースを人工授粉や隔離栽培によっ

て維持し増殖するとともに、その種子を乾燥貯蕨室に保存した3

最近、メキシコや中央アメリカから育成材料として有望な混成品種 (Composite Variety) 

などの生殖質を人手した。

これらの材料間の交配忙よって雑種のヘテロージスの程度を調べ生殖質の評価を行なうとともに

凡や戻し交酋じ世代を用いて生産形質の遺伝を研究している。

最近、 1穂 1列法ear-to -r⑱ selectionの 1変法をトウモロコッ在来品種の選抜忙用いて

苦しい成果をあげた。この方法は、半兄妹系統間および系統内選抜法(selectionwithin and 

among ha If -s Id fa m 1 1 i es)と呼ばれているが、その具体的なやり方は次のとおりである。

Sao Paulo州の農家から、在来の黄色dent品種 'Paulista Dent' を 30 0点集め、その

うち 45点を選びそれから等量の種子をとって混合した。

l 9 5 9年：混合種子を初期集団として隔離圃場忙栽培し、望注しい形質をもつ 22 7本の自然

受粉雌穂を選んだっ

1 9 6 0年： 2 2 7の半兄妹系統を 5組の 7X 7三重格子法 (3回反復）によって圃場忙配置3

4組は 46半兄妹系統と 3つの比較系統で、残りの 1組は 43半兄妹系統と 6つの比較系統で構成

され応 1プロットの大きさは 10 mの長さ 1列である。収量とその他の実用形質に基づいて、 30
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系統を選抜し如

1 9 6 1年：これらの系統は 1穂 1列に植え、除雄によって雌株とした。一方、 3 0系統の等鼠

混合種子を雄株とし、雌 3列忙つき雄 1列の割合て栽植した。雄系統は 1週間おぎ紅 2回播種し、

てきるたけ多様な花粉か受粉されるようにした。除雄の目的は、選抜した個体間に組換えの機会を

与えるためてある。各雌系統から、 1 0個体の優良株を選ひ、第 1サイクルの 30 0半兄妹系統と

した。

第 1サイクル以後の選抜法は共通につぎのよう忙行なわれた。すなわち、半兄妹系統を 3カ所

(2つは Pi raci caba , 1つはそこから lO O km離れたAraras )に怜いて収鼠試験を実施

し、一方、隔離圃場忙同じ半兄妹系統を 1穂 1列として植えて除雄し雌株としたぅ雄列として、検定

忙供試した半兄妹系統の混合種子を植えた)プロノトの大きさは 15 mの長さで 50個体からなっ

ている。胚乳色の暗黄色の種子が品質として好されるのて、雌雄列とも、できるだけ濃色の種子を

選んで播種した。 3カ所の収量や倒伏性に基づいて優良な半兄妹系統を評価し、それ紅よって、隔

離圃場に栽培された半兄妹系統を選抜した。選抜系統につ：ハては、倒伏抵抗性、病気の有無およひ

雌穂着扁の低いもの紅注目して、系統あたり 10株を選抜した。さらに、乾燥雌穂の重さを祖IJって

最終的忙各系統 4~6株選び、次のサイクルの半兄妹系統用とした3 各サイクルの具体的な選抜方

法はつぎのとおりであな

1 9 6 2年 (CycleI) : 3 0 Oの半兄妹系統を 5組の 8X 8単純格子法 (4回反復）で栽植3

比較品種として広く栽培されている 2つの double cross hybrid, H6999A と Agroceres

を用いた。最終的に、 45の系統が選抜され、系統内選抜の結果 23 1株を次代の系統用種子とし

た。

1 9 6 3年 (0ye I e II) : 2 3 1半兄妹系統を 3組の 9X 9単純格子法 (4回反復）にて栽植3

4 2半兄妹系統を選抜、系統内選抜によって 28 8株を次代の系統用種子とした。

1 9 6 4年 (0ye I e ill) : 2 8 8の半兄妹系統を 10 X 1 0単準格子法 (4回反復）で栽植3

このような選抜法によって得られた選抜の効果は次頁に示したようにかな忙顕著であった。すな

わち、 3サイクルの選抜によって、原集団に比べて 42佑の収醤の向上が得られたが、これは 1サ

イクル (1年）あたり 13. 6 0笏の増加率になる。同じ材料について、循環選抜法 (recurrent

selection)による選抜も乎行して行なったが、この方法では 1サイクル (5年間）で 30笏の収

量増加、 1年当り 6o;, の増加率で前法に比べ効率か低かった) 1穂 1列選抜法は、受粉作業とい

った厄介な仕事かないうえ、 1年間 1サイクルを進められること、自殖を行なわたいので遺伝的な

固定や遺伝的変異の急速な減少を生じない効率的な方法であることかわかった。

この研究の詳細については、最近Paterni aniか"CROP SCIENCE" Vol, 7: 21.2~216 

に掲載されている。

トウモロコシ研究室よりプラジルのトウモロコン 15品種の種子を入手した3

そ菜類 （主任 Marcilio Dias) 

ヨーロッパの影響を受けて南ブラジルでは、カリフラワー・キャベツ・プロッコリ・レタス・ニ

ンジン等のそ菜類の需要か大きい。しかし、ヨーロッバやアメリカ合衆国といった温帯地域で育

成された品種は南プラジルの冬季 (4月~9月）には良く生育するか、夏季の高温多雨の条件下
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比較品種を 10 0にしたときの半兄妹系統の収量

では耐薯性のため栽培し筐くい。

そのため育種目標は耐暑性品種の育

成に向けられ今日までカリフラワー

・キャベツ・レタスで成功しプロノ

コ1)でも可能性が高い。

カリフラワーの場合、インドの品

種から耐薯性を交雑育種侭よって導

入に成功した。耐暑性は 1つの優性

主働遺伝子忙よって支配されるため

熱帯塑X冬型の交配による 1代雑種

を品種として用いることができる。

この 1代雑種は熱帯型の耐暑・酎湿

性を熱帯邸から、旺盛な生育・球の

し主りや大きさを冬邸からとり込ん

だ特性を示している。

キャベツではサンパウロ州の

Mogi das O ruzesで農家か栽培し

ていたヘテロな集団から耐暑性の選

抜に成功した。品種 11Piracicaba11

は 12 0日で収獲でぎ暗緑色の葉で

black rot (Xantん。加nas c四 :pe-

stris)に強度の抵抗性を示す。

プロッコリの耐臀性は 1個の優性

遺伝子によって支酋じされている。

その他、タマネギ、ナス、 トマト

ニンジンの育種研究か行なけtでいる。

ナスては、地方品種とアメリカ品種 "FloridaMarket"の 1代雑種が多収．良質でPhomo sis 

blightとfru1t rotに抵抗性であった。

トマトでは、プラジルトマト flSanta Cruz fl 忙ハワイ試験場HAES6048系統のもつ Fusa

riu m 立枯病、 Stempんyllim, rootknot, ネマトーダに対する抵抗性を導人ずる仕事を戻し交雑

法忙より実施している。

タマネギては早生品種の育成、雄性不稔系統利用による 1代雑種の仕事か行なわれている。

熱帯果樹では自生の野生種とあ注り変らないくらい育種か進んでいない。繁殖様式や成分の研究

か必要とされている。 Psidiumgua;ava L. ,Myrciria gto加 rata の果実はビクミン Cを多く含

んでいるので、 iもかの種についても調べている。

Pi raci caba地乃まプラジJ攻）サ＇トゥキピ栽培面積の大訊 Vまうでもる婢利団も優良個体の選抜が存辻吋ばいる。

動物ではニワト 1)の育種研究か行なわれている。
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V メキンコ

メキ、ンコの農牧省は、 牧畜および林業の 3部分よりなり召認かり次官が管轄している。農業部門の

試験研究は国立農業研究所 (InstitutoNacional De lnvest1gaciones Agricola,;--—通称

INIA)か担当している。

1. 国立農業研究所 (INI A) 

研究所はメキッコッテイの郊外Chapingo0こあり副所長の Dr.Francisco Cardenas Ramos (t[説

明を聞いた。

(I) 組 織

研究所は次の部門より構成されている

De1x1rtment de Algodo ワタ

Department de Papa イモ （バレイジョ）

Department de Horiticultura 園芸

Department de Forrajes 牧草

Department de Mai z y Sりrgo トウモロコツとソルガム

Department de l~rijol y Soya ィンゲノマメとダイズ

Department de Cana de Az~car サトウキビ

Department de Cereales 穀類

Department de O leaginosas 油料作物

Department de E nto mo logia 昆虫

Department de Fi topatologi a 植物病理

Department de Herb1 cidas 除草剤

Department de Sue los 土壌

Department de Biometria 生物制定

Department de E conom i a 経済

Department de Divulgacion Tecnica 技術普及

Laboratorio de Sernt !las 種子貯臓

Biblioteca 図書館

研究所は、全国を次の 5つの生態地域忙分け、それそれにセンクーを配置し地域特有の環境条件

に応じた研究や技術指導を実施している（第 9図）。研究者の数は 25 0人で農科大学の博士課程

にある者が 10人くらいいる。

1年 2度研究レビューを行ない、重要間題の討議、研究テーマをとのくらいの期間行なうかなど

検討している。

~Centro De lnvestigaciones Agricolas Del Noroeste (CIANO) 西北農業研究センタ
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oOentro De lnvest1gaciones Agricoias Del Noreste (CIANE) 東北農業圧究センター

OCentro De Investigaciones Bas1cas (GIB) 基礎研究センター

o Centro De Invest環acionesAgricolas De El Bojio (OIAD) BaJio 農業研究セン

クー

OOentro De Investigaciones Agr1colas Del Sureste (CIASE)束南農業研究センター

これらのセンクーの下にさら忙試験地かある。

(2) 主要対象作物

イネ・ムギ・トウモロコジ・ソルガム・ワク・エンパク・ダイズ・イソゲンマメ エジプトマメ

・ビート・ジャガイモ・ゴマ・ヒマワリ・サフラワー・ラッカセイ・アマ・ベ＝バナ・牧草類• そ

菜類量ココヤジ・アフリカヤジ等広い範囲にわたっている。

2. サカテペック農業試験場 (CampoAgricola Experimental de 

Zacatepec) 

前記の基礎研究センクー (0I B)の組織下侭ある地方農業試験場でメキヽンコジティより南 25 0 

kmくらいの小さな町Zakatepec筐ある。地理的距離に比へてかなり高度の差 (0IB , 2,2 !¥ 9 m ; 

Z aca tepee , 9 1 3 m)があって Zacatepecは亜熱帯気候帯忙属し、サトウキビやイネ、若干のそ

菜類を対象にした試験を行なっている。

試験場の前身は、サトウキビ会社が、 1 9 3 8年サトウキビ研究のため設立したものてあったか、

現在でも予算の半額を負担するととも忙、肥料、収穫労力、収穫物の輸送等の便宜を与えている。

専門の技術者は 6人で、サトウキビ・イネの作物専門家、肥料・害虫・化学（分析）・一般栽培の

専門家より成っている。

サトウキピは、最初スペイン人が導入したか、導入品種はすぺて収量が低く質も良くなかったのて、

これらの導入品種のあいだに交酉じを行なって適応品種を育成した）

現在では、ハワイ・インド・フィリノピン・ラテン・アメリカより多数の品種を導入し交配材料と

している。保存品種数はメキッコ在来の 57を含め 80 1匠達している。品種の比較圃場では病害虫

抵抗性、分けつ性を検定している。

イネは、 Zacate~c のある MORELOS 州で 12,0 0 Oha の栽培面積かある重要作物てある。最

初、 VERACRUZから JOJUTLA という品種を囀入し純系洵汰法によって、良質の JOJUTLA

ME,JORADO を育成した。しかし、この品種は、倒伏性・脱粒性・耐病性(re難点かあった3 その後

多収・耐倒伏性で食味の良いZAOATEPEO か育成されている。

この地方でサトウキピ栽培農家は、サトウキビとトマト・メロン・キュウリ・タマネギ・カボチャ・

トウモロコシ．豆類と輸作しているので、試験場はとくに播種話・施肥法を含めた作付体系忙つ

いての研究を行なっている。
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ハワイ砂糖耕作者組合試験場しておけ

る水耕栽培試験（ハワイ）

五インド大学本館

（トリニタード・トバゴ）

大区由］水田

（スリナム機械化農業宝発事業団）

-3 5 -

マイアミ国立梢物導入所（アメリカ）

因インド大学構内

（トリ＝ダード・トバゴ）

種籾の袋と小型飛行覗

（仝左）



モミガラを利用した火力発覆所

（スリナム機械化農業開発事業団）

マンゴーの街路樹・ベレン市街

風景（プラジル）

サンパウロ州立生物学研究所本館

（プラジル）
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用水路と籾吸掲げ施設（仝力:）

北ブラジル農業畜産試験圧究所

東北プラジル農業畜産試験研究所



サンバウロリ峠立農業研究所（ブラ／ル）

サンバウロ州

ジル）

メキシコ国立農業研究所

（フラ

-3,7 -

コーヒー育種試験圃場（仝左）

遺伝学研究所，安藤助教授（仝左）

サカテペッ メキシコ）



サトウキヒの収かく，サカテペック

（メキシコ）

サンバウロ市効外，人殖者

田丸氏住宅（プラジル）

サ／バウロ付近，現地農民の家（フ

ラジル）
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ベJレン市効外，入殖者北川氏住宅

（フラ／ル）

サンパウロ市効外，邦人入殖記念碑

（プラジル）

ザンバウロ市効外，邦人農場倉庫と

教会（ブラジル）



参考資料 1. 

1. はしがき

HA VE, H. TEN (196 3) 

Breeding Rice Varieties For Mechanized 

Agriculture in Sur1narn 

Congress Agricultural Researck 

335 - 318 

第 2次大戦以前匠、 VAN D IJK は NIcker1e地方で、機械化稲作農業忙ついての先駆的な仕事

をしていた。その後この仕事は 19 4 9年に発足した Prins Bernhardpolderで見器傍ご行吋かるように

なっ危見澗このPolderは l9 5 4年応稲作を開始した Wageningen計画のためのパイロット農場とし

ての役割を果してきた。 Wageningen計画は、 Surinam の機械化農業開発巾業団（略称SML)紅

よって実施されているものてある。

長い間、機械化農業はひどい沼沢士壌や熱帯林地の開田．稲作栽培技術、病＇［虫防除の分野で、種

種の困難な問題忙直面した)既存の品種が新しい稲作様式に適していないこともその一つてあった。

1 9 5 0年主て、スリナムでは、水稲育種の分野て厄とんとな忙も行なわれていなかった。

験場では、数品種の比較試験や主要栽培品種の採種を実施していたに過ぎなかった。スリナムの農民

か移植栽培用匠作っていだこれら品種は、一般に稗か弱く感光性か強い性質のものてあり 年ー作に

限られていた。

このような状態は、インドネジアから来た水稲育種家 MASTENBROEK が 19 5 0年忙育種事

業を開始したこと筐よって、かなり改善された。

既存の品種や栽培法の欠陥を改良する必要性を痛感して、 SML の経営者は早くも 19 5 l年、

P r ins B ernha rdpo Ider 忙 SML の農業研究部を設立し、とく忙機械化稲作栽培用品種育種の担

当者忙 VAN DER MEDLEN を任命した3

育種を開始した当初、 P r ins B ernha rdpo Iderで用いた品種は、機械化農業に全く不適てあった。

その結果、 SKRIV I MANK OT Iのような在来品種か多く作られざるを得なかった。これらの品種は、

枠か弱く収獲を非常に困難にさせたため、 REXORA,OENTURY,BLUEBONNET のようなアメリ

力品種か作られるよう［こなった。これによって、機械化収獲という見地から、粒の品質や低感光性は

かなり改善されたけれとも、既存の倒伏し易い品種匹比較して 25笏くらい収量か低かったっこのた

め、機械化栽培用優良品種の育種を重点的忙開始するようになった3

これ紅はAD.VAN DIJ認吋て汎19 4 1年から 194 9 年にかけて育種をやっていたということは

育種にとって幸いなことであった。 REXORA品種中に見出された異型の後代からの選抜系統や、

AURORA と SKRIV IMANKOT I の 2品種の交雑後代系統から有望系統が育成され、これは農業

試験場や SMLの育種材料として用いられた。 DIMA (農業試験場）や N[OKERIE (SM L) 

といった品種はこの材料から育成されたものである。

いわゆる VAN DI JK 材料は、品種の早期の改良や交雑手段によるそれ以上の改良のための素材

として非常紅価値の高いものてあることかわかった。
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2 育種用素材

l 9 5 l年筐育種を開始した当時に用いられた素材はつぎのようなものてあったっ

a. スリナム、イギリス領ギアナの在来品種

b• 多数のインドネジア品種 一部は VAN DER METJLEN 紅よる育成系統

C• ベネズエラ・トリニダード・ブラジル直ホンジュラス・イクリー。ナイジェリア マダカスカル

・インドの多数の改良品種

d。インドネツアから取寄せた 9つり雑種集団

e. l 7の集団から構成されている VAN DLTK材料

品種比較の結果、アメリカ品種たけが選ばれたか、その中で REXORA BLじEBONNET50か数

年間実用品種として用いられた。集団では、いわゆる VAN DUK 材料かとくに有望てあることか

わかったその結果、 19 5 4年早々に新品種としてNIOKERIEか、引き続いて l9 5 6年侭

SMLS0/5とSMLS0/7か育成され怠とく忙NIOKERJE品種はWageningen や Be-

r2hardpolder で長年栽培されたぼどずぐれていた） しかし、 これらの品種の育成後、 VANDJ JK 

材料から直接品種が出る見込みかなくなった。

インドネジアから取寄せた優良雑種集団とくに 13 40 (BLUEBONNET >< MAS), 133 0 

(BLUEBONNET >< BENGAWAN) は、稗が弱いため匠実用品種か全く育成されなかったか、優

良選抜系統は交配用母本として用いられ効果があった。この材料から、 VAN DI JK 材料には存在

しない’葉や籾冗毛のない＂特性が導入できた。

導入した品種のうち、優良品種は交配用母本として用いられた。大半はインドネジアやアメリカ合

衆国の品種であったが、インドやマドガスカルの品種も若干含まれていた。

VAN D IJK 材料か多くの優良な特性をもっていたことと、できるだけ早くすぐれた品種を育成

する必要性から、 この材料内で多数の交配か 19 5 4年から 19 5 7年匹かけて行なわれたっ外国か

らの材料として、 1 3 3 0とl3 4 0の選抜系統、マダカスカルの GEぶNT品種の数系統が用いら

れた。 GEANT品種は非常侭長粒であるという特性のために贔その他の好古しくない特性をもって

いたの侭拘らず交配用母本としての価値かあった。これらの交雑およひその多系交雑から、つきのよ

うな多数の有望品種が育成された。

品種名 交配母本

SML 81B VAN DIJK 77/5/3/4 ， 1 340/1 l/1/1 

SML 140/5 同 上

SML 140/10 VAN D IJK 7 7/5/6/3 , GEANT , DI MA 

SML 242 SML 81B, SML 80/5 

SML 128/4 同 1::.

多数の交配 (24 5組合せ）とこの材料内での集中的な選抜のため、この材料だけから、もうこれ

以上の改良の余地は無くなった。

上記の品種は、最初の品種である D IMA, N IO KER IE, SML 8 0/5, SML 8 0/7 より確

か匹多収性であり、菌類病抵抗性や粒形についてもすぐれていた一般的にいって、稗の強さは同じ

くらいであったが、生育日数は数日長かった。主たこれらの品種は悪い還元士壌匹適していないこと
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かわかった。

育種事業の次の段隋として、生育日数の短い品種と遠元土壌侭高度の抵抗性をもち、初期生育の早

い種類のインド型との交配叶伸」か立てられたか、その計画は Hoja Blane~ の被害のため数年間延期

されなけれはならなかった。

Ho J a BI anca 抵抗性品樺育成のため、導入された 2つの品種 LACROSSE と COLUSAと

の交配か丈施された。引き続き、沢山の戻し交配を行なうとともげ→ ベエネエズエラで Hoja Bl-

anca (IC抵抗性をホしたアメリカ品種との多数の交配と戻し交配か進められたこれらの雑種集団

の中で、 LACROS SE との第 1回の戻し交虻世代化由来する集団が最も有望であったっ最初の品種

SML 352(母本： N [OKERIE, LACROSSE, SML 1 31/1/1)がこれらの集団から育成

され応集団の中には注だ多数の有望な系統が存在するので、実用品種として注たは交配母本として

よりすぐれたものを選抜できる可能性が存在した3

その後、 Hoj a Blanca Viこよる病気かスリナムで間題匹するぽど拡大しなかったし、中央アメリ

カでも病気匹よる収類の極端な低下か起こったという報告もなく、またスリナムの育成品種が抵抗性

検定で十分の砥抗性を示したという事実から、育種事業は l9 6 1年再び所期の計画に従って進めら

れた。アメリカ品種、スリナム・イギリス領ギアナ・インドネジアの品種およひ ~'A 0が”広域適応

性晶種の国際協力品種比較試験”のために送ってきた品種を用いて多数の交配を実施したっ交配は

3. 

1 9 6 3年に新導人品種忙ついて行なわれた。

これらの交酉じの目標は、単匹機械化農業匠適した品種の育成ということだけではなく、移植栽培が

現存も行なわれている Nickeri e地方の農民の要求侭も考慮を払って決められている。

育種目標

1) 多収性

2) 良質米（輸出用）

3) 病気抵抗性

4) 1期作、 2期作適応品種

5) 適度の脱粒性

6) 強秤、索素肥和反応性の良いこと

7) 最適な牛育日数 (l年 2作）

8) 還元上壌化対する抵抗性

9) 初期伸長の良いこと

10) 藁ゃ籾匠毛かないこと

非常侭重い、不透水性の粘土士壌と小規則な気候のために生じた還元t壌紅対する抵抗性は」鳴已の

育種目標に関係する特性の中て現在の SML品種匹特匹欠けている。

1年 2作ずる圃場忙、できるだけ多く育成材料を移植栽培すること匠よって特性検定を行なってい

る。

4. 集団に対する育種操作
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育種 導人品種の選抜や VAN DLJK 材料内の系統選板紅重点を翡き、交配はあ

祖り行なわなかった。その後、十分な数の材料を常匹選抜のため忙用意してお〈ため、多数の交配か

実施された。

早朝真空デンプと先端にガラスのノズ1いのついた吸入管を月］いて母親株の穂を除雄して行

ない、受粉紀は Iri S ピンセットを用い、概して交配の成功率は高かった。採種して 1--5週間後応、

F1 種子をベトリ皿尻置床し、一週間後匹苗を苗代紅十分匹注意して移植する。

い個体は、その後 5~6週間後紅移植されるか、多数の種子か採釉てぎるように株間を広くして

行なう。自殖個体を収穫期に除去し、残りの個体からの種子は個体別に収獲する。交酬母本がヘテロ

であるときには、 F1 個体からとられた種子は別忙養成されるか、その厄かは種子を混合して養成ず

る。

1 9 6 0年注ては、凡やそれ以後の出代を養成するの匹移植法か普通であっ [G:, しかし、直播法

は、時間や費用をかなり節約てぎるととも忙、非常に多数の材料を扱うことか可能であることから積

極的侭採用されるようになった。播種はヘククール当り 40 kgの種子を泥十．上匠散布して行なう。

種子や苗が流失しないよう匹播種後 5~7日間は灌水しない。

育種事業の初期化は、 しはしは小良個体を除去する集団選抜が行なわれていたが、ずぐ［こ優良個体

の集団選抜忙切り替えた。集団内の系統選抜は常に初期世代から開始された。

その後、集団の選抜法はい〈つかの変吏を加え、現在ではつぎの方法か一般紅採用されている。

~'I ; 翡常に好主しくない特性をもった個体の除去

t氾 ：悪い集団の除去3 優良個体か選抜され以後系統として栽培される。残りの個体の種子は混合

され F3集団として栽培される。

P:, : 悪い集団の除去。他のいくつかの集団ては系統選抜だけか行なわれ残りは捨てる。すぐれた

集団や、両親か著しく塁なる特性をもつ集団では、個体選抜を行ない最もすぐれた個体は凡

世代を系統として養成し、残りの個体は種子を混合し応集団として養成する。

F 1 : 大部分の集団は、系統選抜後除去される。匠かの集団ては、系統選抜か行なわれるか、いく

つかの個体は再び混合されて Fs集団として養成される。

F 5 : 系統選抜の後、ずべての集団は除去される。

一般化、 ［氾世代［こ対して約 1アールの面積かとられ、それ以後の世代てはプロットの大きさは

0. 5~  4アールである。

5. 系統に関する育種操作

選抜された個体は脱穀され、もD種子は小さな木綿の袋に数週間保存される。その後、最も有望な材

料について Handmiller を使って小規模の製粉検査を行なうっ粒の大きさや形状、破砕粒や腹白米

の有無紅ついて特別の注意を払う3 これらの結果匹悲ついてずぺての系統を分類する。

2期作を最大限忙利用し、最も効率的な選抜方法を可能化するため、隠とんとすへての育種材料は

収穫 4週間後忙苗代忙播種される。このよう応すると、 ―—般に 3~6 週間ある種子の休眠期間は間題

匹ならない

生育期間のため、 1年侭 2世代を経過させることはイヽ可能であるのて、 1部の材料の播種を少しず
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らしている。このことは、 日艮紅対する感受性や好主しくない生育条件匹対する抵抗性の検定を可能

ずる効果がある。

苗代匠は、発芽した種子を平方米当り約 40 gr . の割 る。

移植は 5.5~ 6. 5週後匹行なわれる。栽植密度は 15 >< 3 3 cmて 1株 1本植えてある。 30~

6 0系統翡きに標準品種 (SML 2 12)をはさむ。開花期やその他の特性を間場で観察する。十分

忙完熟した時期に有望個体を選抜ずる。完熟した時期での選抜は、遼元士壌のような不良士壌匠抵抗

袢を持たない系統か早く枯れ十るとか枯死ずるとかの徴候を示すため系統間差異を拡大し有利であっ

た。

後に、すへての集団は直播で行なわれるよう筐なり、時間と費用の著しい節約忙なった。播種量は

1 0~6 0 kg/haである。

6. 生産力検定試験

生産力検定試験は、 2~3の普及品種を含めて、一般匹 4回反復で実施される。この結果が有望で

あると引続ぎ 2期作で同様の試験を行なうっさらに、播種景や施肥量を変えて系統の反いを調べる。

品質は重要な特性であるため、生産力検定試験と併行して特別紅製粉収量・粒の砕け米の出易さ・

腹白の有無・食味などしてついて特性検定を実施している。材料の一部はアメリカ合衆国のテキサス州

の Beaumontにある稲作試験場匹送って検定している。

7. 種子の増殖

新品種の最初の増殖は、一般忙移植侭よって行なっている。 1株 1本植えで 1ジーズン忙 300~

5 0 0の増殖忍が可能である。原々種 (Breeder's Seed)は専ら移植栽培によって維持されるか、

原種生産は直播栽培匠よっている。前ジーズン匹休閉にしていた圃場をできるたけ用いるよう化する。

注た、厳密な異邸や不良個体の除去かてき易いように播種贔は 4O~ 5 0/haとしている。

採種はWageningenの圃場で実施している。

これ吉でに育成された品種と育成年次はつぎのとおりてある。

品種名 育成年次

DIMA (農試） 1 9 5 3 

NlCKERIE(SML) 1 9 5 4 

SML 80/5 l 9 5 6 

SML 8 0/7 l 95 6 

SML 81 B 1 9 5 8 

SML 140/5 1 9 5 9 

SML 140/10 1 9 6 0 

SML 242 1 9 6 0 

SML 1 28/4 1 9 6 1 

SML 352 1963 
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参考資料 2. 

シナロア農業試験場

稲作研究委員会 (1967)

メキシコ，シナロア州クリヤカン平野における稲作

註） この資料匹は日本ではすでに常識となっていることまで

記載されているが、メキヽンコにおける技術水準を理解して

頂くために敢えて掲載することとした。
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稲は、 5千年以前の昔から知られており、その原産地は、アジア南部である。そこより支那東部注で

普及され。後世匠おいて、小アジア、アフリカ、ヨーロノバ南部にもたらされ、さらには、アメリカ大

陸応主で拡がったっ

稲は、熱帯地方、亜熱帯地方およひ南緯40度から北緯 49度にわたる温帯地方のとく匠暖い地域に

栽培される。あ注り高温てなく、光の十分匹当る所では、概して栽培か簡単で高い収量を示す。しかし

熱帯地城のように短日の所や、曇天の多い所では、収量は一般匹低い。

I 地理的にみた稲の種類

稲 (Oriza.l'ativa)のすべての種類は地理的分布から 3種類忙分類される。

1. インド型 (Grupoinが ca)

熱帯地方特有の種類で、インド、インドネジア、フィリッピン、アメリカ合衆囲の，→部 (Iレイジ

アナ、テキサス、アーカンサス、 ミッジッピイ各州）とメキ、ンコ匹おいて栽培されている。

この種は穀粒か細長く組成はガラス質である。経済上重要な地位匹あり、市場価値は最高て取引

されている。きた世界の取引裔の 85笏を占めている。

2. 日本型 (Grupo J aponica) 

亜熱帯地方の、日本、朝鮮、支那北部、地中洵地方（エヂプト、スペイン、イタリア）、アメリ

カ合衆国西部（カリフォルニア州）と南米の一部（アルゼンチン、ブラジル、ウルグァイ）に栽培

されている。

この種類は粒か短かく小粒で丸味ををち、澱粉（アミラーゼ）質で市場の取引値は安い。

3、 ジャワ型 (Grupo ]avanica) 

形態、穀粒の大きさと米質はインド型と日本型の中間匠位し、主にビルマとジャワ紅栽培される。

地理的分布、価値、経済性忙おいて最も重要なものは、インド型と日本型である。これらの当面

の間題は遺伝的改良である。

従来メキ、ンコでは、単に消費者の好み紅よって穀粒か長めの 1ndica種が栽培されていたにすぎ

ない。 しかしなから今後は、粒の短かい J aponi ca を生産し、外国市場に輸出することは非常に

意義がある。現在この件匹ついて、中央農業総合研究所ではフィリッピンの国際稲作研究所から導

入した品種紅ついて、研究を行なっている。

近い将来アジアの諸国への米の輸出、国内のビール工業への供給など、商業的紅適した米の品種

か栽培されることてあろう。

JI 米の品質

米の品質応対する要求は消費者側からの必要性と好みによって決走る。今後は視野を拡け、団際市

場の要請に適した米を供給することが重要な課頴となる。

食用米の品質については、米の物理性、化学性、穀粒の組織、大衆の好み、加工用途など国々によ

って違いがあるのて、それらを考慮ずる必要かぎる。すなわちインド、インドネジア、フィリッピン

アメリカ東部、メキ‘ンコ、その他の諸国では indicaか、料理中にふっくらとし粒の形か変らないこと

と、米粒か互い筐結合しないことから良質とされている。 しかし、日本、朝鮮、文那北部、地中海他
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方、アメリカ西部（カリフォルニア）、南米の一部などては料理中、米粒か互匹結合、膠着する japo-

n1caが良質とされている。

IlI 世界の生産高

稲は柑界の人 ilの 1/3紅相当する約 10億人のセ要な食糧で、人部分の米の生産と消贄はアジア

においてなされている。

第 1表 田界における地城別、国別の籾生産底 (1964/65)

地 域 国 名 生 産 高 （ ト ン ） 世界生産高の比（％）

ア ジ ア 支 那 9 2, 9 36, 0 0 0 3 5. 8 0 

日 本 41, 795, 600 16. 1 0 

バキスクン 11, 7 9 5, 6 0 0 16. 1 0 

インドネジア 33, 9 2 8, 8 0 0 1 2. 8 0 

ベ 卜 ナ ム 21, 4 0 2 4 0 0 9. 10 

イ ン' ド 3, 6 3 4, 4 0 1. 4 0 

フィリッピン 3, 3 5 0, 0 0 I. 2 9 

！ I 
そ の 他 4, 7 7 7, 2 0 2. 1 1 

計 246, 620, 000 9 5. 0 0 

ア メ リ ヵ！ プ ラジ Jレ 7, 6 8 4, l 6 2. 9 6 

了メリカ合衆国 2, 8 2 9, 6 4 0 1. 0 9 

コロンどア 3 8 9, 4 0 0 0. 1 5 

メ キ 、ン コ 3 3 7, 4 8 0 0. 1 3 

キ ユ
/ヽ 331, 520 0. 1 2 

ペ lレ 2 8 5, 5 6 0 0. 1 l 

そ の 他 l O 3, 8 4 0 0. 0 4 

吋 1 1, 9 4 1, 6 0 0 4. 6 0 

地中海地域 1, 038, 400 0. 4 0 

出 所：国連、 F.A.O. の稲作報佐、 19 6 6年

択者註：この表の数字は特応アジア地域の場合、 PAOの統計行料とは苫しく異っているが、

理由は明らかでない。

第 2表 メキンコ筐おけるご．大作物の栄養価

穀類'""''砂□:l52681 三27..9 0 

脂肪％ 含水炭素

トウモロコジ（トルティジア） 4.0 5 3.8 

小 女（パン） 1 I 3. G 4 9. 8 

米 （煮たもの） 2. 3 8 0. 0 

出所：生物学丈験、エンリケ ベルトラン他苦 1 9 6 1年メキッコ
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第 1図 メキンコにおける稲の作付面積、籾生産贔、

単位面積当り籾収闊 (1960~1966作）

稲の栽培面積は栽培植物の中で世界第 2位となっている。 1964/65米作年度では 122,800,000ha 

の作付面積で、籾生産高 259,600,000トソ、 l ha当り平均 2,110kgの籾収鼠となっている，）

IV 
メキシコの生産高

メキ、ンコ忙おける米の生産と消費は現在、穀類のうちて第 3位,reある。

国内の需要は国内の生産9てよって杢かなわれており、平均消費量は年 1人当り 6kg となっている。

第 3表 メキジコにおける稲の作付由積、籾生産量、

単位面積当り籾収羅 (1960~1966)

年 作付面積 (ha)

1 9 6 0 1 4 2, 5 6 7 3 2 7, 5 1 2 

1 9 6 1 l 6 7, 4 0 3 4 2 8, 5 1 0 

1 9 6 2 1 7 5, 0 0 0 4 5 1, 5 0 0 

1 9 6 3 134,155 2 9 5, 7 4 6 

1 9 6 4 1 1 4, 7 1 4 2 4 1, 7 4 4 

l 9 6 5 1 4 0, 0 0 0 3 3 7, 4 8 0 2, 4 l 0 

1 9 6 6 1 5 5, 4, 4 9 3 7 7, 9 8 7 2,132 

農林省農業経済局賢料
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第 4表 メキヽ ンコ l4州紅姦ける作付面積％

籾生産贔、単位面積当り籾収贔 (1966)

州 作付面積 (ha 産量 (ton)
単位面積当り収婿

(kg/ ha) 
,_ -ヽ......

シf ナ ロ ア 4 3, 1 0 5 2 7, 9 6 7 2,968 

ベラクルス 4 0,0 0 0 7 9, 2 0 0 1, 9 8 0 

,,, p J ス ご l 3, 6 0 0 1 7, 0 0 0 1, 2 5 0 

オアハ 力 13,000 2 5, 3 0 0 1, 9 4 6 

モ レ/ ロ ス 9,382 4 7, 5 0 0 5,0 6 3 

ミチコアカソ 9, 0 0 0 2 7, 0 0 0 3, 0 0 0 

ゲエレエロ 7, 5 0 0 15,000 2,0 0 0 

コ リ マ 4, 0 0 3 6, 7 0 0 1, 6 7 4 

夕 ,.,、 ス コ 4, 0 0 0 6, 0 0 0 1, 5 0 0 

チ イヤパス 3, 5 1 0 5,3 0 0 1, 5 1 0 

ナジャリト 3, 0 0 0 4, 5 0 J 1, 5 0 0 

プエ ブ ラ 2, 7 9 2 8,4 0 0 3,0 0 9 

メ ヒ コ 2, 5 0 0 8, 0 0 0 3, 2 0 0 

カンペチ 5 7 2, l O 5 

尻t l 5 5, 4 4 9 2,4 3 2 

出所：メキ、ンコ農業屈 l4 7、 1 9 6 6年

年間の生産島は、 5億ペソ（約 15 0億円）である-

国内の生産は主として第 4表筐示す 14州で行なわれており、このうちジナロア州は、作付面積、

総収贔化おいて、第 1位を占めている。 しかしなから、同州の単位収鼠は低く 19 6 6年匠は 2968

kg/haに叩加したとは言え、田植栽培紅適ずる JoJ ut la Mej oraゎ品種を栽培しているミチョアカン州

(3,0 0 0 kg/ ha)、プエブラ州 (3,0 0 9 kg/ ha)メキ` ンコ州 (3,2 0 0 kg/ ha)、モレロス

州 (5,063kg/ ha)なと紅比較ずると単位面積当り収贔は多少劣っている（収量はいすれも籾）。

第も表 ジナロア州における稲の作付面積、籾生産量、

単位面積当り籾収量 (1960~1966)

年 作付面積 (ha) 対全国比（％） 生 産量 (ton) 対全国比（笏）

1 9 6 0 64,793 4 5.4 l 5 1,4 8 2 4 6.3 

1961 4 4,9 2 0 :3 0.7 98,898 2 9.7 

1 9 6 2 4 5,3 4 7 3 3.9 9 6,7 l 5 3 3.5 

l 9 6 3 

I 

3 0,3 1 9 22.6 62,994 2 1.3 

1964 2 8,4 4 9 24.8 6 5, 9 9 6 27.3 

1 9 6 5 28,000 20.0 70,000 2 0.7 

1966 4 3,1 0 5 2 7.1 1 2 7, 9 6 7 36.7 

ジナロア州農業局百料
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ha当り収量
(kg/ha) 

2,338 

2,002 

2,133 

2,078 

2,320 

2,500 

2,968 



V シナロア州の生産高

ジナロア州匠おける重要な稲作地帯はクリヤカン平野とフエルテ乎野の 2カ所て、両也区の生産畠

は同内でも重要な位置を占めている。

(1000 ha J 
200 

150 

100 

50 

対仝仔！比 15.1 33.9 

I I仝国

24.8 3J O 2,.1 

(llJOOt) 
500 

100 

改10

200 

100 

j;;.::;:;:::::::j -ンナロア州
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后..． ． ． .. 

. ．． ． . ． 

拿．．．．． ． ● ．．． 

..． ． .. 

.． ． . 

',' 

1960 61 62 63 G1 6り 66

16.3 2l.7 沿 .5 21.3 苫 3'.1.l.7 36.7 

第 2図 全国およびジナロア州の作付面積、籾生産械の比較図 (1960~1966)

V[ クリヤカン平野とその特徴

この平野はジナロア州の中心部から洵岸線にわたって位置し、かんかい可能面積は 95,0 0 Ohaて

クリヤカン川かんかい地区第 10区に属する。

タマスラ川上流貯水量 84 5百万m3 のサナロナダム、ウマジャ川上流匠最近完成した同 3,150

百万m3 (ICおよぷアドルフォ・ロペス・マテオス大統領ダムなど匠より、当平野の水資源は豊富であ

る。

これらのダムはペリコス、グアムチルとクリヤカンの諸平野に位置する 12 0, 0 0 0 ha のかん

かい（現在は中止されているが）と、クリヤカン川流域の 30, 0 0 0 haのかんがいを行なっている。

乎野の標高は海抜 5m~35mの間にある。クリヤカン川流域の土性は沖積土で、流城左岸は粘士

質土壌となっており排水も非常匹良く、稲作には最適の土地といえる。

気湿は年間平均 25. 7 0゜最高極値 41 0゚ 最低極値 30゚ である。

通常降雨は 7~9月紅多い。その厄かエキパクス（地名）として知られている地域では、 1 2~ 1 

月匠降雨か記録されている。年間乎均降雨量は、 58 2. 2 m,n である。
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第 6表 クリヤカン、平野の夏期紅おける (1956 ~ 1966 , 11年平均）

月 降雨量 日照（時間）

6 ~.., "r 。r3 2 3. 9 2 8s 8 7. 2 2 8. l 

7 5. B 2 1, 3 l 7 L 4 6. l 2 0 4. 9 

8 :3 50 2 2 3 7 2 1 6.8 oF. b 、 2 0 L 0 

， 3 5.2 2 3. 7 1 0 9. ,1 5.2 2 0 6. 3 

出所：ジナロア 資料

クリヤカン平野は人平門汀て発牛．した介風の通路筐なってお、り、 9月末から 1()月上旬（応かけて合風

が来襲ずるが稲作への影轡は少ない。夏季筐おける気湿その他の気象条件は稲作筐適したものと言え

る。

このよう紅気象、士壌など広範囲にわたって恵きれているので、当平野VCは 25種以上の作物が栽

培されている。主要なものは穀類、油料作物、せんい作物、果樹、野菜なとである。

V] シナロア創クリヤカン平野における稲作

竹平野で稲作が大規校筐行なわれるよう化なったのは BI uebonnet -5 0 か導入された 1953年

からである。それ以来、 l 9 6 1年応全る主て増収の一途をたどって来た。

第 7表 クリヤカン平野における稲の作付面積、

単位面積当り籾収量 (1960~1966)

年
(kg/ha) 

l 9 6 0 ! 21.6 1.750 

1961 32.8 2,000 

1962 44.3 2,200 

1963 38.9 2,200 

1964 62.l 2,393 

1 9 6 5 100.0 2,500 

1966 7 6.2 2 ＇ 9 20 

シナロア州農業局百料

クリヤカン平野匹ついて考察すると夏期における稲作は気象条件か非常匹良いこと、耕作可能面積

か十分匠あること、七壌条件が良いこと、かんがい水か十分侭あることなど、まことに適したものと

いえる。さら 1て農業技術の向上にともなって生産羅は増加の 途をたどっている。

］．品種

最近クリヤカン平野忙おいて奨励されている品種は、稲作改良委員会において研究員試作したう

ち良好な成紐を示した品種であら当委員会ては、これらの品種は消費者や生産者とも匠満足出来

-54 -~ 
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I Iジナロア州 クリヤカン平野

第 3図 ジナロア州とクリヤカン平野匠おける稲の作付

面積と籾生産量との比較 (1960~1966)

る必要匹して十分な性質をもったものと考えている。

品種の選択匹当って必要とされる条計として次のことか考えられる。

a) 単位面積当りの収屈か高いこと。

b) 精米や料坪匹適した性質のもので栄養価が恥いこと。

c) 病気、特匹小粒菌核病 (Hバmintん。sporiu,m oバ zae)穂くされ約、墨黒穂病 (Neo vossia 

んorrida)

d) 脱粒しにく〈倒状匹抵抗性てあること。

1) 実用品種

a) B lubonnet -50 

RexoroとFortuna の交配より生じた品種で、アメリカ合衆国テキサス州のビューモント

(Beaumont)の農串試験場で育成され、メキジコireは l9 5 1年紅導入された。安定した収

量を示い大平洋沿岸地帯に適している。ジナロア州では長年匹わたり平均 2,3 0 0 k/l / ha 

を下ったことかなく、収量としてはやゃ少ない応もかかわらず好注れていら長粒て ）ラス

質、精米歩止り 65佑を有し、精米用匹最も適しており、脱粒と倒伏忙強い。生育日数は130

日から l3 5日て、芹丈は l.2 m、最近忙平って小粒菌核病や思黒穂病のような細朋性の病古

化罹病性を示していな良い栽培条件下ては 45 0 Okg/ha 以上の成績をあげる（収屑は籾、

以下同じ）。

b) ジナロア A 6 4 (S i na I oa A 6 4) 
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II 

m 

アメリカ合衆国1レイジアナ州の Rouge 種より、 ジナロア農事試験場が純系洞汰したものて、

生産力が高く完全粒 62笏の歩止りである。穀粒は長く、ガラス質である。普通の病青や脱粒、

倒伏忙対し抵抗力が非常匠強い。生育日数は 13 5日から l4 0日て、草丈は l.2 5 m。この

品種は前者より生産力か高く栽培技術か良げれは 5,0 0 0 kg/ haの収絨をあげる。

c) グアサベ A 6 4 (Guasave A64) 

(Bluebonnet -50)2 X Gulfrose (P0-77)の交配から育成されたものである。この

品種も前者と同様、ジナロア農事試験場でつくられ非常匹高い生産力を示す。完全粒歩止りは

6 5 尻粒状は細長く、ガラス質である。この品種は脱粒、倒伏ならひ紅主要な病害〖こ抵抗性

を持つと同時匹、ニカメイ虫匠対しても抵抗性を示す。生育日数は 12 5日から l3 0日て、

草丈は l.l m。収贔は 5,0 0 0 kg/ ha以上で、精米匠もっとも適している。

2) 多用途の実用品種表 9参照

第 8表 クリヤカン平野（疋おける l9 6 7年奨励品種の諸特性

［ 
品 種

時 性
Bluebonnet -5 0 S tnaloa A64 Guasave A 6 4 

生育収量特性

開花迄日数（日） I l O 0 I O 5 9 5 

成熟迄日数（日） 130'~135 135~140 125~130 

草丈 (Cm) 1 2 0 1 2 5 1 l 0 

倒伏夜ク）する抵抗性 l i 強 強 強

脱粒 ，，， 難 難 難

茎の病害紅対する抵抗 強 I 強 強

葉の & 弱 中 中

粒の .,, やや弱 やや弱 や や 弱

最高玄米収量 kg/ha 4, 5 0 0 5, 0 0 0 5, 0 0 0 

穀粒の形状 長く大きい ―□ I 長く大きい 長く大きい

精米特性

籾 10 0 lJットル重 (kg) 5 9. 4 0 6 0. 1 0 6 0.0 0 

玄米 （扮） 7 8. 5 0 8 0. 0 0 8 1. 3 0 

精白米（歩土り）（笏） 7 1. 0'.) 7 0. 3 0 7 0.3 0 

精白完全粒（％） 5 9. 0 0 5 2. 3 0 5 1. 3 l 

砕 米 （大）（笏） 5. 0 0 9. 0 0 3.5 0 

砕 米 （小）（笏） 5.0 0 9. 0 0 7. 5 0 

質 非常に良い 良 い 非常匠良い

炊飯特性 I 

水の吸収率（笏） l 4 0. 0 0 1 2 8. 7 0 1 6 5. 0 0 

--5 6~ 



仕占 種
砕 件

Bluebonnet -50 S 1naloa A 6 4 G uasave A6 4 

休積J粋加率（花） 3 2 0. 0 8 3 0 9, 0 0 3 4 0. 0 0 

色 臼 臼 白

粘着 件 粒は完全に分離 粒は完全化分離 灼は部分的に分離

形 状 完全粒体 冗仝粒体 差か ある

味 な し な し な し

質 良 良 普通

IV 化学性

蛋 白質 （笏） 8. 3 0 7. 8 9 7. 9 6 

伏 分 （笏） 0.4 0 0. 3 3 0. 3 3 

脂肪分 （笏） 2. 1 l 3. 7 5 7. 6 6 

炭水化物 （笏） 8 0 6 6 8 0. 3 0 7 7. 4 9 

澱 分 （祐） 2 8. 0 0 2 6. 2 7 2 7. 4 0 

出所：メキ、ンコ農業総合研究所米品質実験室臼料
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第 4l':<i 虞艮 7品種の籾と精白米の形状
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:~. 播 種

l) 種籾としての特性

農家は次の諸条件の保証された種籾を入手ずることが必要である。

最低 85 %の発芽率

最低 98. 8 %の純粋性のもの

有害植物および雑草の種子が 0% 

最大含水比 14 %のもの

広い士地紅播種する場合には、次の 3原則を基本とすることによって高い収量が得られる。

2) 播種時期

中央農業研究所の研究結果匠よれば、プールボネット 50、ジナロアA64、グァサベA64

の最適播種時期は 6月 l5日から 7月 l5日であるか、例外的匠 7月 31日まで播種期を延はす

ことは可能である。

播種期が早ければ高収量を得ることが出来るか、精米特性は低下し、逆に播種期がおそい場合

は収量は少ないが精米特性はよくなる。

3) 播種（直播）の方法

稲籾の播種匠は乾田播種と湛水田播種がある。“乾乾田播種の場合は播種機走たは航空機忙より、

播種深度は 4cmを越えてはならな V¥, 湛水田播種は航空機による。いずれ匠しても種籾の分布

を均ーにする必要がある。

a) 播種機による乾田播種、整地の終った土地は七が膨軟となっているので、播種機を整地機に

(kg /ha) 

6,000 
「一播樺適期 ー一

..... 

5,000 

"0 00 

3,000 

2.0 0 0 

1.0 0/) 111 
珈 Ap l 5Ma y 3 !May l5.fun 3ilJun l5,/ul 31.lul J5Ag 

品
SINALOA AG1 

種 J J OTASA¥E Ati4 

認和；否；；和；:j llLIIEBOWH:T~50 

第 5図 クリヤカン平野における品種の播種期を異にした場合の籾収量 (19 6 5~ 1 9 6 6) 
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つけて播種することを推奨する。播種もれかないように℃ 種の出口かふさかれていないかどう

をたえず確める必要がある。また均一匹播種されるように、最初 50笏を縦方向に、残りを横

方向匹播くのがよい3

b) 航空機による乾田播種

士地の準備か終ったあとは地面が非常匹軽くなっているので、小型飛行機匠よる播種が良い。

士塊が良く整えられているから覆土をしてはならない。第 1回目りかんがいで覆士されて一定

深さ匹種が償かれ、発芽と初期生育に対して好注しい状態が得られる。

c) 麗水田播種

降雨によって圃場の漁備は完了する。もし整地機が使用不可能なときは次の方法によること

が望まし応

十分忙湛水する。

播種の 1日前匹水を止める。

航空機匹よって播種する。

播種の翌日再ぴ水を偽す。

3日毎にかんがいを止める。

4) 生 育

下記の栽培操作が収量に大きな影響をおよ 11'す。

a) 密 度

6月に播種する場合は播種量が少なくて良い。すなわち湿度、光、初期かんがい紅恵まれ、

降雨紅支配されることなく、良好な発芽と生育か得られる。奨励 3品種については、 1 ha当

り12 0 kgの種籾で十分であろう。 7月播種の場合は、かなりの種籾を必要とする。すなわ

ち降雨量の増加が湛水の深さを増し，発芽不良を来たすこと化よる。この場合各品種とも lha 

当り 15 0 kgの種籾を必要とする。

b) 士地の均乎化

乎らな上地では水の効率がよく、均ーな湿潤性が保たれるため、発芽率が高い。士地の均平

が小十分であれば士壌水分にむらが出来て発芽不良となり多くの種籾を必要とする。

c) 播種の方法

播種浅匠よって種を播く場合、部分的紀深すぎたり浅すきたりすることがある。前者では発

芽に際して芽が水面匹とどかず、後者では発芽匹必要な水分が不足する。

飛行機による播種紅おいては、覆士は第 1回目のかんがい水忙より士塊が崩れることによっ

て行なわれる。しかしながら種子の一部は表面匠あらわれて鳥なとの害をうけ、あるいは軽い

士紅覆れる匠過ぎないので発芽が小良となる。したがって播種量を多くすることが望主しい。

d) 優良種子

発芽率の良い種籾を用いることは最も基本的な事項であるが、この場合播種鯖を余り多くす

ると栽植密度が高くなり倒伏などの問題が生ずるので注意を要する。

e) 品種の選択

各品種の特性、特に分けつ性などを知ることは適正な栽植密度を保つうえで重要である。
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3 かんかい

1) 初期かんがい

クリヤカン平野では次の方法で初期のかんかいをすることを推奨する。乾田応播種した場合か

んがいは播種後匠行なう。

つづいて排水し、その後は土壌の保水状態匹よって発芽紀最適の湿度を保たせるよう侭、第 2、

第 3のかんがいを行なっていく。

湛水田播種の場合には、播種後 3日間かんかいを中止する。

2) 中期のかんかい

除草剤を用いたあと、雑草の根絶をはかるため匠 3乃至 4日おぎ匠かんがいを行なう。

3) 後期のかんがい

第 1回目のかんがい後 35日目に行なう。

クリアカン農事試験場匠おける試験結果から、稲のかんがい水量は従来行なわれていたよりも少

くてよいことが明らか匹なった。世界の米作地筈の大部分がそうであるよう匠、クリヤカン平野て

も、稲か必要とする以上の水量が使用されている。中央農業研究所では、収量、品質忙影響のだい

範囲で水の使用も少なくし、効果的化かんがいするための研究を行なっている。

第 10表稲のかんがい匹関する研究結果

1 9 6 6年、クリヤカン農串試験場

圃場区 I 
haあたり

消費水 量 比 合計湛水日数 収 量消費水量
• 一

1 21,60'.)吋 100 % 
I 

88 5,8 7 Skg/ha 

2 16,200 75 66 6,032 

3 10,80 0 50 44 5,962 

4 5,400 25 22 6,262 

注） 大平洋岸の圃場で、従来通りの方法で栽培を行なった。栽培条件はどの圃場区も全く同じ

であり、品種はジナロア 64、播種量は l20kg/ha、施肥は窒素 120kg/ha、除草剤は

スクム (STAM)F34 を 1o_e/ ha使用。

この試験結果より、かんかい水量を大巾に減らしても収量や品質がおちないことかわかった3 主

たかんがい水雇としては 5,4 0 0 m1/ ha (54 0mm)のかんがい水量で十分である。

4 雑 草

稲作圃場で重要な間題の一つは、雑草と作物との生育の競合である。

日本、アメリカ合衆国、ベラクルス（メキヽンコ）での研究侭よると、雑草を完全に放置した場合

の減収率は日本では 2o~ 4 o笏、アメリカ合衆国ルイジアナ州で 35佑、アーカンサス州て 75 

％、ミヽンジッピイ州で 64 %、テキサス州 48伶、カリフォルニア州で 36形であり、ベラクルス

州（メキシコ）では 10 0笏の減収を示している。

クリヤカン平野でも雑草が稲の生育収量匠及殴す影響匠ついて研究中であり、いままでの結果に
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よると除草を全く放置した場合、 9 0笏以上の減収を示した)

l) 主な雑草

当平野では、 1 ha 当り 6~8百万個体もの雑草が繁茂しており、主なものは次のとおりてあ

る。

ヵャッリグサの 1種 (Cyperus strigos均）、イネビエの 1種 (ECんtnnchioa co lonum)、

その他のEe加 naeんZoa属、キツネノオ (Zetaria 叩．）、キビの 1種 (Panicum citia tum)、

セイバンモロコジ (Sorg加m hatepense)、 ツユクサの 1種 (Com加 ti叩 di/ fusa)など。

上述の雑草とは別化、 l 9 6 5年の夏から“赤米為が数ケ所匠あらわれ繁殖し始めた。これ匹

は 4種類、すなわち有茫黒色米、有茫白色米、無芭白色米、無芭暗黄色米があり、次のような特

性を示す。

a) 有芭黒色米

早熟で、 7 5~  8 0本以上の分けつをし群生する。穂の長さは 25~30cmで、籾は小さ

な長円形で軟毛があって成熟すると黒くなり、 l穂粒数は約 10 0である。

b) 有芭白色米

早熟て、前者より分けつ数はやヽ少ない。穂は 30cmの長さになり、籾は小さな長円形の

軟毛を有し、成熟するとクリーム様の白ざ紅なる。 1穂粒数は約 15 0て、脱粒し易く繁殖力

が強い。

c) 無芭白色米

分けつは少なく、穂の大ぎさは 25 cm位、籾は小さな長円形で軟毛を有し熟するとクリー

ム様の白色となる。 1穂粒数は so~1 o o。

d) 無芭暗黄色米

分けつか少なく、穂長は 22~  2 5 cm、籾は小さな長円形で軟毛があり熟すると暗黄色侭

なる。 1穂粒数は約 16 0、改良 Jojutlaと外形がよく似ている。

上記 4種類は、異なった外観を有するが、 4種とも頴は赤い。

2) 雑草が稲匠もっとも影響する時期

中央農業研究所の 19 6 6年注での研究紀よると、米と雑草との競合紅よる危険な時期は第 1

回目のかんかい以後 35日間で、この時期匠雑草が無ければそれ以降匠ついては、米の収量に全

く影響がないことか示されている。

3) 除草

雑草が繁茂する前に圃場に湛水をすれば雑草の繁茂を抑えることが出来るが、高価な水を多量

紅消費すること匹なるので推奨することは出来ない。

最近は除草剤が雑草を枯死させるため紅使用されている。

有効な除草剤として STAM Ei'-34 という商品名で知られている。プロバニイル (3.4-

D 1eloro -propionani Iida)と2.4 Dアミン塩 (2.4-Dicloro- fenoxiac~tico ami na)か

推奨される。主な使用法は次の通り。

a) スクム Ec-34(STAM Ei'-34) 

稲の圃場匠注ん延している雑草、特紅カャッリグサ、イヌピエ、キツネノオ、キビ類など匠
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散布する。 l ha 当り lO .£ のスクム f'-3 1を 10 0 .£ の水で稀めて使用する。散布はかん

かい後忙行ない、無風な時か良い3 赦布もれの個所のないよう化注意する。第 1回の除草剤の

散布は第 1! 回目のかんかい後、 l 5日から 20日後に行なうのか良く、これも雑草の繁茂の程

度によって決められる。

さら侭散布の翌日より、 3日から 4日匠 1回の割合で散布し雑草の絶滅をはかることか好支

しい。この操作がないと大部分の雑草は回復してくる。たゞし稲の倒伏しているところや、生

長のおくれているところは、このかぎりではないっ

b) 2. 4 Dアミン塩 (2.4-D.Amina)

稲の圃場紅繁茂する広葉の雑草、ヒメジロビユ、ツユクサなどや、イヌビエの繁茂する場所

においては、 DMA-6 という商品名で呼ばれている 2.4 Dアミン塩を使用することが望安し

い。

この除草剤は、 ha 当り 1_e. のものを水 1o o_e. 四稀釈して使用する。この薬品は広葉のも

のに有効であるが、雑草のみてなく作物にさで影響が現れるので、棉、大q、 トマトなど、周

囲の作物にも害を与えないよう匠十分注意することが大切である。

2.4 Dのエステルのものが最も経済的であるが空中拡散率か属く、周囲の広葉の作物に害を

与える危険性か多分紅あるので常用はさけるべきである。

c) 混合

農業利f究所除草剤研究室の実験 (1966~67年）紅よると、

4 _e. のスタム F-34 + 1_€. の DMA-6

5 _e. のスタム F-34 + 1_€. のDMA-6

6 _e. のスタム F-34 + 1-P.. のDMA-6

以上 3種の混合除草剤が、 3~4葉期の雑草に有効であることかわかったっ散布は、地面が湛

水したり必要以上に湿澗状態でない時か良い。

稲と雑草の繁茂の状態によっては、スタム F-3 4の用最を増加する必要かあるが、稲紅も

影警がでるから注意を要する。

5~ 6葉期すなわち雑草繁茂の最盛期には、 6+ 1の割合での配合が最大の効果をあける。

この場合紅はかんがい水があるため化、土地の低い場所が高い場所よりも稲匹対する影響が大

ぎ心

注た前述の＇＇赤米"が、稲の圃場に繁茂したときは、これら 2つの除草剤の適用は効果かない。

＂赤米"は、雑草ではあるか禾本科の稲属 (Orizasativa)匠属い薬品紅よる防除か不可能

で、唯一の方法は姿を見せた時に手で抜きとり、種子が圃場に残らないように焼き捨てること

である。

もし圃場匹繁茂した時匹は、厳密な輪作を少なくとも 3~4回行ないながら根絶するより方

法ばない。

4) 除草剤散布法

a) 除草剤を空中から散布するときは高度 3~4mで行ない、その速度は飛行機で 12 O~ 

1 3 5 k m/時間、ヘリコプクーで 60km/時間が好注しい。風速か Skm/時間以上の時
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は中止ずる。

b) 害虫から保設するため匹 BHO粉末やアルドリン (Aldrin)を籾に付着させ、播種後 ST-

AM F'34を散布ずることかあるが、使用法が正しければ、種子紅はなんらの害もおよぼさな

v,:, 

5. 施肥

窒素、燐酸、加里の施用量は、土壌の伏態、品種、気象、農党杓技術なとの諸条件によってきめ

られる。

1) 窒素

クリヤカン平野ては、プルー俎ネノト 50、ジナロアA64、グアサベA 6 4などの品種匠は、

1 ha 当り 12 0 kg の窒素、すなわち、 46伶の尿素 26 0kg を使用する。

施肥は 2度に分け、第 1回の施肥は第 1回のかんがい後 3o~ 3 s日目匠、尿素 26 0 kg の

l / 3を生長を盛ん応するため紅、支た第 2回は第 1日のかんがい後 55日目に、穂の形成を助

長するよう残りの 2/3を与える。 2回目の施肥は、各穂の頴花数を増し収量を高めるためであ

る。

2) 燐酸

植物体の主育の助長、特匹根と穀粒の形成に良い効果を与える。

3) 加 甲

倒伏や病害紅対する抵抗性を増す。

このように燐酸と加里は稲栽培紅と CJて、なくてはならない重要なものである。 しかしながら

当平野ては、七壌に燐酸や加里かとの位含注れているか明らかてない。現在ジナロア中央農業研

究所て、 これらの施用贔と施肥時期匠ついての研究が行なわれている。

4) 施肥法

a) 窒素の施肥：一般的に、播種以前の施肥は、イヌビエ、カャッリグサ、その他の雑草の生育

を助長するので注意を要ずる。

b) 少なくとも播種後 10日から 12日間は、窒素（ウレア）の施肥と STAM F34 の散布は

行なうべぎでないっもしこの時期匠実行ずれば雑草匹対する除草剤の効果を減少させるはかり

でなく、窒素の吸収件が悪くなる。

6. 害虫等

クリヤカン平野ては、二種の昆虫と、ねずみ類と鳥類か、おもに害を与える。

1) 昆虫

a) カメムン類 (Morm訟んaangu,sla!a ) 

カメムジは、クリヤカン平野とメキヽンコ北部の米作地帯の稲紀莫大な被害を与えている。雄

の成虫は黄麦色で 8 ~1 0 mm位の大きさてある。雌の成虫は青いエメラルド色て、 1~2列

となってツリンダ状匠貼りつく 0.7 ~ 0. 8 mmの小さな卵を 1度冗 10 0個位産卵する。産卵

場所は稲の葉の裏側やイヌビエその他の雑草である。

幼虫は暗い色で、 4~5日て黒いしみのある緑色のさなぎ紀なる。 2 0日から 30日間隔で

成虫応なる注でIfこ何回も脱皮する。カメムジは稲に寄生するようになるまで紀、雑草などの生
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用すること であり、注 の中味を食ぺからを拮

てるため却って毒物を残すことvcなるっしたがぅて直接追い杉うしか方法がない。

を追い払わ左いておくと仲間の鳥を呼ひも巣をつくって繁殖しつい『こは水田て付

いて追い払うことかむずかしくたる。

）＇ 4
 

農薬は毒物てあるから使用するときは十分『C注意する。

よる散布は風によって流されることかあるのて、作物や部落およひその近くの果樹、

家畜、密蜂など冗害を昌えないよう注意ずる必要がある。

芍た農薬の運搬中匠養鵡、酪農、野菜、飲用水なと『こ害を与えたり朽したりしてはならないu

農薬を使用した器具は小川や水路、池左とで洗浄したりそこ冗捨てたりしてはならない。

農薬の取扱いは、有毒薬品の取扱い冗経験を持っている人のみか行なうこと、使用匠当って鳳

遥切な器貝をつかい、使用者はマスクをずること、そして使用後は情浄な乾いた衣類に着替える

と同時冗顔や手を石けんと清浄な水で十分冗洗うこと。それまでは煙草を吸ったり食事をしては

ならない。もし目に農薬がはいった時（ては, l 5分間ょ〈洗い医者冗行くこと、、また中毒の徴候

が見えたらすぐ紀医者（（こ行くことである。

a) 種子［てアルドリンを芍ぶすことや、イネゾウムジの被害を防ぐための BHO粉剤の塗布、雑

芍防除のためのプロバニイル (STAM l~3 4)の浸憫なとは、正しく行えは稲に対する害は全

くない。

b) プロバニイルを使用する際冗セビン (Sevin)、ホリドール、パラオチンと同時使用すると

化学亥化vcよる薬害を生ずるので避けなくてはならない。これらの殺虫剤を使用する場合はプ

ロパニイル使用の 21日前か後紀するのがよい。

c) 稲穂の出たあとは DDTの使用をさける。

d) アルドリンは稲の収かくの 7日前、セピン、ホリドール、バラチオン剤は同 15日前、ディ

エルドリン (Die!drin)は籾の汚れをさけるために脱穀の 30日前でそれぞれ使用を打切り、

それ以後の使用はさけた方がよい。

e) 収かくの 25日前匠、アルドリンやディエルドリンを散布してある場合は、中毒をさけるた

め（疋脱殻直後の稲わらを家畜の飼料『こしてはならない。

病害

クリヤカン平野冗栽培されている稲の品種は、病害冗対しての抵抗性が強いのて、あまり病‘害そ

のものは重要ではない3

しかし窒素過多、高温、高湿などの環境条件冗よって、病害紀かかりやすくなる。菌（（こよる病害

としては、

1) 小粒菌核病 (Hetmintん。叩orium ory平 e)

防除法としては種子の水銀粉剤紀よる消毒を行ない、密植をさけること、窒素過多をおこさな

いことなどである。ジナロアA6 4とグアサベA6 4はこの病害匠強いがブルーボネットー 50 

は罹病性である。
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2) いもち病 (Ptrtcnlana oryzae) 

この病害は稲の Brusone吉たは Quema として知られる。

この平野て栽培されている品種は、抵抵性のあるものはかりであるか、この病害をさける冗は

前作の残りがないように圃場を整理するととも冗健全なる圃場からの種子を使用し士壌水分冗注

怠ずる。窒素過多を防き水銀粉剤冗よって種子を消毒する。

この平野ては、この病害の存在を確認出来ないか、世界陀おける米作旭帯ては広範囲冗わたる

被害を出している。

3) 墨黒穂病 (Neovossiaん。rr泣a)

気象条件冗よってこの病害応対する品種の感受性が変化する。当平野では l9 6 2年紀気候か

非常紅湿憫であったため大発生を見、収かくの 30笏か被害を受けた（）抵抗性が強くなっている

が、健全な圃場からの種子の使用、水銀粉剤匠よる種子の消毒、適期播種紀よって病害が避けら

れる。

8 収かく

登熟が適度冗なれは、収かくを行なうか次のような手順による。

1. 登熟度を検査する。

2. 穂が黄色『こなり、粒の内部かかた克ったら圃場から水を落とし始める。

3. 圃場の落水にあたっては、土壌組成、地形を考慮し、土壌の保水状態を考慮して行なう。穀

粒が一様紀登熟ずるだけの土壌水分は残し、注た収かく機の導入か出来るような地耐力がある

よう匠する。

4. 穂が黄合色冗なり傾いて来たときにサンプリングして籾の水分含量を測定する。籾の水分含

贔か 18 %から 20笏であれば収かくを行ない精米紀適当な水分含量紀まで乾燥する。

精米用は普通 14笏の水分含量のときの状態で取引きされるのて、収かく時の水分鼠は出来

るだけ 18叡紀近くし籾の値段を下げないよう匠気をつける。

籾をある期間保存するとき紀は 13笏の水分含量注で乾燥する必要がある。適所冗貯蔵し、

貯蔵中は病害 (Asperq以lus s p -や penicillium sp.)陀侵されないよう冗する。
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